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事務局だより

1999年 シ ンガ ポ ール

  MT Summit Vdの 日程 決 ま る

 機 械 翻 訳 に関 す る国 際 会 議MT Summitは 、2年 毎 に ア ジ ア太 平 洋(AAMT)、 ヨー ロ ッパ(EAMT)、 ア メ リ

カ(AMTA)の 順 で 開催 され てお り ます が 、 AAMT主 催 の 次 回 会 議 の 日程 が 決 ま り ま した 。

開催 期 間 1999年9月13日(月)～17日(金)の5日 間

開催 場 所 シ ン ガポ ー ル(主 会 場 は シ ンガ ポ ー ル 大学)

 これ は 、 去 る4月17日 に 、 シ ンガ ポ ー ル に於 け る 日本 側 主催 者 と現 地 窓 口 との 打 合 せ の 結 果 、正 式 に決 ま

っ た もの です 。

 す で に、AAMTで は 、 辻 井 副 会 長 を 委 員 長 とす る プ ロ グ ラ ム コ ミ ッテ ィが 発 足 して お り ます が 、期 間 と

会場 が決 ま り ま した の で 、 これ か ら広 報 活 動 を強 化 してい きます 。

 1年 半 後 に迫 っ た シ ンガ ポ ー ルサ ミッ トを成 功 させ ま し ょう。



エ ッ セ イ

21世 紀の機械翻訳 に期待す るもの

松下電器産業株式会社 取締役 三木弼 ・

 今 世 紀 も余す とこ ろ あ と2年 とな り、21世 紀 を担

う技 術 の 開発 に世 界 中 が 精 力 的 に取 り組 ん で い ます 。

古 くか ら技 術 開発 に取 り組 み 、20世 紀 に花 開 い た技

術 も数 多 くあ り ます が 、 機械 翻 訳 技 術 は そ の 重 要性

が叫 ば れ続 け て い なが ら、 な か な か実 用 域 に到 達 し

て い な い技 術 の1つ で は な い で し ょ うか。

 昨 今 の イ ンタ ー ネ ッ トの普 及 や パ ソ コ ンの普 及 に

よ り、 日本 人 に とっ て は 、世 界 の 情 報 を知 る た め に

機 械 翻 訳 ソ フ トが 有 効 で あ る場 面 が 増 え ま した。 し

か し、 その 性 能 は ま だ低 く、書 か れ た 内容 の概 略 を

知 る用 途 が 中心 です 。 イ ン ター ネ ッ トの世 界 で は 、

現 在 は英 語 が 広 く用 い ら れ て い ます 。 しか しな が ら、

全 世 界 の さ ま ざ まな言 語 を話 す 人 々が イ ン ター ネ ッ

トを利 用 し始 め る と、 さ ま ざ まな言 語 が イ ン ター ネ

ッ トの世 界 を飛 び交 うよ うに な る で し ょ う。全 世界

の 人 々 が円 滑 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 図 る た め に も、

機 械 翻 訳 技 術 は ます ます 重 要 な技 術 とな る こ とは 間

違 い あ り ませ ん。 子 供 達 の世 界 で も、 国境 をこ え た

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが さか ん に な っ て きて い る と聞

い て い ます 。 しか しなが ら、 日本 人 の 子 供達 は 、 英

語 が話 せ な い の で 、 そ の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに 参加

す る こ とが で きな い そ うです 。 英語 が 話 せ る よ うに

教 育 して い くこ とは もち ろ ん大 切 です が 、 言 葉 が で

きな くて もコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが とれ る よ うに工 夫

す る こ と も機械 翻 訳 技 術 の 開発 に とっ て 重 要 な 要 素

で しょ う。

 も う1つ 、移 動 体 通 信 の発 展 も、機 械 翻訳 の 重 要

性 を 認 識 させ る もの で す 。 携 帯 電 話 、PHSが 急 速

な 勢 い で普 及 して い ます 。 イ ン ター ネ ッ トは 主 に書

か れ た テ キ ス トを媒 体 に して い ます が 、電 話 は 音声

が そ の 媒体 です 。世 界 中 の どこ に い て も、 だ れ とで

も話 が で きる 。 す な わ ち 通訳 機 能 が 求 め られ る よ う

に なる で しょ う。 さ ま ざ まな研 究 機 関 で 通 訳技 術 の

開 発 が 行 な わ れ て お り、 少 しつ つ そ の 成 果 が あ らわ

れ て きて い ます 。1歩1歩 着 実 に技 術 成 果 を積 み 重

ね てい くこ とが 大切 で す 。

 以 上 はそ の 用 途 が 比較 的 明 らか な もの で す が 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト、移 動 体 通 信 、衛 星放 送 な ど、 デ ジ タ

ル ネ ッ トワー クの 世界 を流 れ る 知識 情 報 の量 は 、 今

後 飛 躍 的 に増 大 し、 人手 を 介 して翻 訳 す る とい う発

想 で は 、 と うて い 処 理 しき れ な くな っ て し ま うで し

ょ う。 人 に よ る翻 訳 の 精 度 と機 械 翻 訳 の 精 度 は まだ

まだ そ の 差 は 大 き く、21世 紀 中 に機 械 翻 訳 が 人間 に

追 い つ くか ど うか は 分 か りませ ん が 、 人 と機 械 とが

う ま く協 調 しな が ら全 体 の 効 率 を上 げ る 工 夫 が 重 要

に な っ て くる で し ょう。 また 、21世 紀 の デ ジ タ ル ネ

ッ トワー ク社 会 で は 、 従 来 、機 械 翻 訳 技 術 が 目指 し

て い た 、 書 か れ た 文 章 を翻 訳 し、 翻 訳 結 果 も書 か れ

た もの と して 流 通 す る とい う状 況 や 、 先 に例 と して

あ げ た 通訳 装 置 だ け で は な く、 い ま まで 想 像 もで き

な か っ た よ う な さ ま ざ ま な場 面 で 、 機 械 翻 訳 技 術 が

利 用 され る よ うに な るで し ょう、,利用 局 面 を想 定 し、

そ れ に 適 した技 術 開 発 を行 な って い くこ と も 、機 械

翻 訳 技 術 の 新 た な 展 開 の た め には 必 要 で は ない で し

ょ うか 。

 21世 紀 の 知 識 情 報社 会 に と って 重 要 な 技 術 で あ る

機 械 翻 訳 の 技 術 開 発 の 推 進 に ア ジア 太 平洋 翻 訳 協 会

の 役割 は 非 常 に大 切 で あ り、世 界 中 の 技 術 者 が 協 ノ」

し、1日 で も早 く実 用 に耐 える 翻 訳技 術 を確 ウニされ

る こ とを 期 待 して や み ませ ん 、,
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成果報告

  UPF:異 なる機械翻訳 システム間でユーザ辞書 データを

     交換するための標準フォーマットおよび電子環境

技術動向調査委員会 委員長 村木一至 委員 亀井真一郎 檜山 努

1.概 要

 ア ジ ア太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会 の 技 術 動 向 調 査 委 員 会

で は 、異 な る機 械 翻 訳 シ ス テム 問 で 「ユ ー ザ 辞 書 」

の デ ー タ交 換 を可 能 にす る ため の 標 準 と な る枠 組 み

(Universal PlatForm;UPF)を 世 界 で 初 め て 開 発 し

た。 機械 翻 訳 のユ ーザ は 、 この 枠 組 み を使 う こ と に

よっ て 、 あ る会 社 の 翻 訳 ソ フ トに登 録 した 対 訳 ユ ー

ザ 辞書 を別 の 会社 の 翻 訳 ソ フ トで使 う こ とが で き る

よ うに な る。 ま た辞 書 作 成 者 は 、 この 枠 組 み に則 っ

て 辞 書 を提 供 す る こ とで 多 くの 機 械 翻 訳 ユ ー ザ にそ

の 辞 書 デ ー タ を使 って も ら え る よ う に な る。 この よ

うに 、 こ の枠 組 み を使 う こ と に よ って ユ ー ザ 辞 書 デ

ー タを広 く交 換 ・流 通 させ る こ とが で き るた め
、 機

械 翻訳 シ ス テ ムの 有 効 活 用 が促 進 され る 。

2.活 動 の 背 景

 昨 今 の イ ンター ネ ッ トの 普 及 に歩 調 を合 わ せ 、 機

械 翻訳 ソ フ トウエ アに 対 す る注 目は 急 速 に高 まっ て

きて い る。 パ ソ コ ン用 の 翻 訳 ソ フ トは 年 間 約50万 本

が 、 またパ ソ コ ン にプ レ イ ンス トー ル(添 付)さ れ

た翻 訳 ソ フ トは 年 間 約200万 本 が 出 荷 され て い る 。

また 、 イ ン タ ー ネ ッ トの ホ ー ム ペ ー ジに掲 載 され た

情 報 を翻 訳 す る必 要性 か ら、 翻訳 ソ フ トに は 広範 な

分野 に対 応 して い るこ とが 求 め られ て い る 。

 機 械 翻 訳 シ ステ ム に は 、 通常 数 万 語 か ら10万 語 の

単語 が シ ステ ム 基 本 辞 書 と して標 準 装 備 され て い る。

しか し実 際 に利 用 され る単 語 はユ ー ザ の用 途 に応 じ

て 大 き く異 な るた め 、標 準 装 備 され た 辞 書 で は全 て

を網 羅 す る こ とが で きな い。 そ こ で 、機 械 翻 訳 シ ス

テ ムの 翻 訳 品 質 を 高 め 、 そ の能 力 を 十分 に 引 き出 し

て有 効 活 用 す る に は 、ユ ー ザ毎 に必 要 な単 語 とそ の

訳 語 を 「ユ ー ザ 辞 書」 の形 式 で 蓄 積 して利 用 す る こ

とが 必 要 とな る。 翻訳 時 に その ユ ーザ 辞書 を シス テ

ム基 本 辞 書 と共 に使 用 す る こ と で適 切 な訳 文 を得 る

こ とが で きる よ うに な る,、しか しなが ら 、辞 書 構 築

は 一般 に 多 くの 知識(言 葉 に関 す る 知識 、お よ び そ

れ を どの よ うに 辞 書 に 記述 す る か に関 す る知 識)と

時間と労力を必要とする仕事であり、ユーザ個人個

人が辞書を充実 させるのには限界がある。 また現在

までに提供 されている各種機械翻訳 ソフトはそれぞ

れ独自の情報記述仕様と辞書形式を持っているため、

異なるソフ トの間でユーザ辞書交換 ・利用 してユー

ザ辞書を融通 しあって互いの辞書を強化することも

できない。このような理由で現在 までは、機械翻訳

システムの持つ潜在能力が十分引 き出されないとい

う問題点があった。

 そこで、この問題を解決するため、アジア太平洋

機械翻訳協会の技術動向調査委員会では、ワーキン

ググループ(注1)を 作 り、異なる翻訳 システムを

使 うユーザ間でもユーザ辞書データを交換 ・流通 さ

せられる仕組み作 りに取 り組んで きた。この活動は、

96年 度および97年度の2年 度にわたって情報処理振

興事業協会(IPA)の 創造的ソフ トウェア育成事業

の一環として支援 を受けている。

(注1) ワ ー キ ン グ グ ル ー プ;

NEC、 NEC情 報 シ ス テ ム ズ 、 東 芝 、 シ ャ ー プ 、 富

士 通 研 究 所 、 ノ ヴ ァ 、 九 州 松 下 、 松 下 電 器 、 イ ン タ

ー グ ル ー プ
、 日 立 、 沖 、 キ ヤ ノ ン 、 三 洋

3.UPF構 想

 辞書 が 「知 識 集約 型 デ ー タ」 で あ る とい う性 質 を

生 か して 、 機械 翻訳 に 有 効 利 用 す るた め に 、ユ ーザ

辞 書 デ ー タ を広 く交換 ・流 通 させ る仕 組 み を構 想 し

た。 以 下 の よ うな環 境 の 開 発 を行 な った 。

(1)機 械 翻 訳 シス テ ム の 機 種 の 違 い を超 えて 、 ユ

  ーザ 辞書 デ ー タを 交換 で き る よ う にす るた め

  の ユ ー ザ 辞 書 共 通 フ ォー マ ッ ト(UPF言 語

  変換 標 準)の 設計

(2>共 通 フ ォーマ ッ トで 記 述 され た 辞 書 を蓄 積 ・

  流 通 させ る た め の 、 一般 ア クセ ス 可 能 な 電 子

  環 境 の提 供
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 上 記(1)の 共通 フ ォー マ ッ ト設 計 に 際 して は 、

言 語 学 的 な正 確 さを求 め る と同 時 に 、現 実 の シス テ

ム との互 換 性 を重 視 した。 また対 象 をユ ー ザ 辞書 に

紋 り、辞 書 作 成 の 簡便 さを重 要 視 した。 現 実 に販 売

され 、ユ ーザ に使 用 され て い る複 数 のMTシ ス テ ム

間 で その ユ ーザ 辞 書 の 仕 様 を比 較 分 析 して設 計 を行

な う こ とで 、共 通 フ ォー マ ッ トが 現 実 の シ ス テ ム か

ら乖 離 す る危 険 を回 避 した 。 さ ら に共 通 フ ォーマ ッ

トの 設 定 に際 して は機 械 に と って の 処 理 しや す さ と

共 に人 間 に と って の 可 読性 も重 視 した。 特 別 な ッ ー

ル な しで ユ ー ザ が 内容 を読 む こ とが で き る こ と を共

通 フ ォ ー マ ッ トの 条 件 と し、SGMLで 記 述 す る こ

と と し辞 書 の マ ス タは テ キ ス トフ ァ イル と した。 た

だ し辞 書 の構 築 ・参照 の効 率 化 の た め に共 通 フ ォー

マ ッ ト専 用 の 辞 書 エ デ ィ タ を開発 した 。 共 通 フ ォー

マ ッ トの 仕様 は 一 般 に 公 開 され る の で 、 共 通 フ ォー

マ ッ ト辞 書 と 自社 シス テ ム独 自の ユ ー ザ 辞 書 の 間 の

変換 用 に 、 各 社 が 独 自に コ ンバ ー タ を作 成 で き る。

 上 記(2)の 辞 書 共 有 環 境 は 、AAMTのWEBホ

ー ム ペ ー ジ上 に構 築 した。 各ユ ー ザ は 共 有 環 境 に置

か れ て い るUPF形 式 の 辞 書 を 自分 の シ ス テ ム に 取

り込 ん で使 用 で き る。 また 自分 の作 成 した 辞 書 デ ー

タ をUPF形 式 に 変 換 して 共 有 環 境 に 置 く こ と で 広

く他 の ユ ー ザ に提 供 で きる 。

 この よ うな 環境 を整 え る こ とで 、 図1に 示 す よ う

に異 なる 機 械 翻 訳 シス テ ム 間 で ユ ー ザ 辞 書 の デ ー タ

交換 が 可 能 と なる 。

4.市 販ユーザ辞書比較分析

4.1 調査の概要

 UPF言 語変換標準の作成では、市販の機械翻訳

システムからの乖離を避けるために、メーカが発売

している機械翻訳 ソフトウェアのユーザ辞書マニュ

アルに基づ きユーザ辞書の仕様の調査を行なった。

調査の対象 とした機械翻訳 ソフトウェアは以下の通

りである。

PIVOT (NEC),

ATLAS(富 士 通)、

PC-Transer(ノ ヴ ァ)

ASTRANSAC(東 芝)

Duet(シ ヤ ー プ)

Dr.Surf(九 州 松 下 電 器)

Pansee(沖 電 気)

HICATS(日 立)

Transporter(三 洋 電 機)

調査は以下を中心に行なった。

(1)ユ ーザ辞書に登録可能な品詞

 調査対象とした機械翻訳ソフ トウェアのユーザ辞

書に関する資料から、登録可能な品詞に関する部分

の調査を行なった。

一般 公開

 共 有 ・流 通

電子環 境(Web)

        /  ア
ツプロード

  ダウンロー ド

/

A社

システム 辞書A

コンバ ータ(独自)

～
     /  1  ＼

    共通フォーマット

/辞 書2T1イタ ＼

匿 〕〔動 〔郵
1共 通フォーマット対 訳ユーザ辞書1

一般公開

図1 UPFの 全体構成

B社

システム 辞書B

コンバータ(独 自)

C社

システム 辞書c

コンバータ(独 自)

A社

システム 辞書A

一3一



(2)各 品詞毎に必要な情報

 調査対象とした機械翻訳 ソフ トウェアのユーザ辞

書に関する資料から、各品詞毎に、必要な辞書項目、

およびその辞書項 目に記述が許 される辞書項目値の

調査を行なった。

4,2 品 詞 の 設定

 各社 の ユ ー ザ 辞書 の 登録 可 能 な品 詞 は 表1、2の

通 りで あ る。

4.3 分析の結果 と問題点

 各ユーザ辞書の調査分析の結果、UPF言 語変換

標準の記述仕様を検討する上で、問題点 としてあが

った項目と、検討結果について述べる。

4.3.1 日本語見出しの登録単位

 活用する品詞(動 詞(サ 変動詞)、形容詞、形容動

詞)に 関 しては、日本語の見出 し語の表記は 「語幹

登録」 と 「終 止形登録」に分かれている。UPF言

語変換標準記述仕様では、登録単位 としてどちらを

採用するか検討する必要があった。例えば、動詞に

おいて語幹登録を行なう場合、五段活用で力行、サ

行 というように活用する行を明記する必要がある。

これに対 して、 「終止形登録」では五段、一段 とい

った活用の種類のみを明記すればよく、活用する行

の情報は必要ではない。

 また、終止形登録を行なった方が見出 し語が明確

に理解 される。例えば語幹登録を採用すると、見出

し語が 「行」である場合、 「行 く」 なのか 「行 う」

なのか見出 し語を見ただけでは判断できない。また、

「語幹登録」では語幹に切るという判断をユーザに

強いることにもなる。

以上の理由から終止形登録が妥当であると考えた。

4.3.2 品 詞 定 義 の 相 違

 各 社 の ユ ー ザ 辞 書 で 扱 う品 詞 は 、 同 一 の 品 詞 名 を

使 用 して い て も、 そ の 内 容 に は相 違 が あ る 。例 え ば 、

「静 か(だ)」 とい う語 に対 して 、形 容 動 詞 と定 義 し

て い る ソ フ トウ ェア もあ れ ば 、 形 容 詞 の一 つ と して

と定 義 して い る ソ フ トウ ェア が あ っ た。 こ れ に つ い

て は 、ユ ー ザ に わ か りや す い 記 述 仕 様 を 目指 す とい

う方 針 か ら、 機械 翻訳 に 詳 し くない 人で も親 しん で

表1 各社ユーザ辞書に登録可能な品詞(日 本語)

Pansee

PIVOT

ATLAS

ASTRANSAC

Duet

PCTranser

HICATS

Transporter

Dc Surf

名詞

詞名

名詞

名詞

司二=口名

詞名

名詞

詞名

司一三口名

固有名詞

動詞

動詞

動詞

動詞

動詞

動詞

動詞

動詞

サ変動詞

サ変動詞

サ変動詞

サ変動詞

サ変動詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容動詞

形容動詞

形容動詞

形容動詞

形容動詞

形容動詞

形容動詞

連体詞

連体詞

連体詞

連体詞

連体詞

副詞

司一三口
百
田

司二=口
百
田

司一噌三
口

言

田

副詞

司…門口
百
田

副詞

副詞

接続詞

接続詞

助動詞

続助数詞

格助詞

機能詞

感動詞

接続助詞

単位

単位

表2 各社ユーザ辞書に登録可能な品詞(英 語)

Pansee

PIVOT

ATLAS

ASTRANSAC

Due重

PCTranser

HICATS

Transporter

Dr. Surf

詞名

名詞

詞名

名詞

名詞

司二=口名

名詞

司
一=
-μ名

司
二
=
口名

動詞

動詞

動詞

動詞向 〉

動詞

動詞

動詞

自動 詞

自動詞

他動詞

他動詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

形容詞

副詞

副詞

副詞

司一三
口

百

田

副詞

司
二
=
口

百
田

副詞

司二=
口

百

田

接続詞

接続詞

接続詞

前置詞

前置詞㈲

前置詞

単位

単位

限定詞

関係詞

従属副詞句

助動詞 その他

一4一



いるであろう学校文法を中心とした品詞設定とした。

上記の 「静かだ」 は形容動詞として扱うこととし、

よって形容動詞という品詞を設定 した。

4.3.3 固有名詞の扱い

 固有名詞が単独の品詞として設定されているもの

と、名詞の下位分類に設定 されているものが存在す

る。固有名詞はユーザ辞書に登録される頻度が非常

に高い品詞である。 したがって、一つの独立 した品

詞として設定する方法 も妥当性があるが、名詞や動

詞といった他の品詞とレベルが違っている(一 段細

分類化された品詞である)。そこで、他の品詞 とレベ

ルを合わせるため、固有名詞を品詞 としては設定せ

ずに、名詞の下位分類 とした。

ンロー ド)が 可能であることを推奨する語彙情報記

述形式

(2)拡 張言語変換標準(Kシ ー ト)

 各MTシ ステムで記述する可能性のあるすべての

語彙情報を記述するための形式

5.2 基 本 言 語 変 換 標 準

 現 実 に利 用 され て い る複 数 機 械 翻 訳 シ ス テ ム のユ

ー ザ 辞 書 で 扱 え る語 彙(品 詞)に は相 違 が あ る か ら
、

狭 い意 味 で 上 記 の 双 方 向 条 件 を満 たす ため に は 、 各

シ ス テ ム に 共 通 して 記 述 で き る語 彙(記 述 可 能 な語

彙 の 「AND」(=intersection)だ け を対 象 とす る 仕 様

が 必 要 で あ る。 そ れ が 基 本 言 語 変 換標 準 で あ る。

4.3.4 サ 変 動 詞(サ 変 名 詞)の 扱 い

 サ 変 動 詞 が 単 独 の 品 詞 と して設 定 され て い る もの

と、 動 詞 の 活 用 の 一 つ 、あ る い は 、 名詞 の下 位 分 類

の 一 つ と して 扱 って い る ものが あ る。 サ 変 動 詞 も固

有 名 詞 と同様 にユ ー ザ 辞 書 に登 録 され る品 詞 と して

の 頻 度 が 高 い 。 しか し、動 詞 の 活 用 の 一 つ と して 扱

う こ とが 可 能 で あ る。

 サ 変動 詞 につ い て も 、他 の品 詞 と レベ ル を合 わ せ

る た め 、単 独 品 詞 で は な く、動 詞 の 活 用 の 一 つ と し

て扱 うこ とに した 。

この よ う な 調 査 ・分 析 ・検 討 を ふ ま え て 、UPF言

語 変換 標 準 の 記 述 仕様 を決 定 した 。

5.UPF言 語 言 語 変 換 標 準

5.1概 要

 共 通 フ ォー マ ッ トUPFを 介 す こ とで 、異 シ ス テ

ムユ ーザ を 含 む他 ユ ー ザ とユ ー ザ 辞 書 デ ー タが 共 有

・交 換 で き、個 々 のユ ー ザ の 辞 書構 築 コス トが軽 減

で き る。 そ の た め に は 、UPF形 式 か ら 各 シ ス テ ム

のユ ーザ 辞 書 へ の 変換(ダ ウ ン ロー ド)と 各 シス テ

ム の ユ ー ザ 辞 書 か らUPF形 式 へ の 変 換(ア ッ プ ロ

ー ド)と の 双 方 向 変 換 が 可 能 と な る よ う にUPFを

設 計 す る必 要 が あ る 。 そ こ でUPFで は 、以 下 の2

種 の フ ォーマ ッ トを設 定 す る こ とに した 。

(1>基 本 言 語 変 換 標 準(Mシ ー ト)

全MTシ ス テ ム のユ ー ザ 辞 書 で取 り扱 うこ とが で

き、UPFと の 問 で 相 互 変 換(ア ップ ロ ー ド ・ダ ウ

 基本言語変換標準(Mシ ー ト)で は取 り扱 う言

語情報を制限 した。制限に当てはまらない辞書情報

は拡張言語変換標準(Kシ ー ト)で 記述することを

前提にして、基本言語変換標準ではユーザが辞書登

録する時の不要な迷いを減らし、頻繁に辞書登録す

る場合の辞書作成の効率化を図り、データの流通性

に重点を置いた。

基本言語変換標準では登録する品詞を以下の品詞に

限定 した。

日本 語:名 詞 、動 詞 、 形容 詞 、形 容 動 詞 、副 詞

英 語:名 詞 、動 詞 、形 容 詞 、副 詞

また 、 日英 の 各 品詞 間 の対 応 に も制 限 を設 け た、,日

本 語 と英 語 とで 、 名詞 は 名詞 に 、動 詞 は動 詞 に 、形

容 詞 ・形 容 動 詞 は形 容 詞 に 、副 詞 は副 詞 に対 応 す る

辞 書 の み が 作 成 で き る よ うに制 限 した 。 この よ うな

制 限 を 加 え る こ とで 一 般 のユ ーザ に と って の 辞 書 作

成 の わ か りや す さと効 率 化 を図 った 。 この よ う な品

詞 の 限 定 は 、MTシ ス テ ム が 商 用 に な っ て か ら現 在

まで10年 間 に、 現 実 にMTユ ー ザ が 登 録 した 辞 書 の

約9割 が 固 有 名 詞 を含 む 名詞 で あ る とい う各 社 に共

通 した経 験 的 デ ー タ に基 づ い て い る、,なお 固 有 名 詞

は 名 詞 の 下 位 分 類 と し、 い わ ゆ るサ 変 動 詞 は 動 詞 の

下位 分 類 と した 。 また 活 用 語 の 登 録 単 位 は 、 わ か り

やす さ を重 視 して 終 止形 に統 一一した 、、 また 用 言 の 格

フ レー ム は 簡 易 なパ ター ン化 を行 う こ とで ユ ー ザ の
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不要な迷いを減らし辞書作成の効率化を目指 した。

 具体的には基本言語変換標準では日本語の場合、

以下の情報を記述する。

[名詞]

種類:普 通名詞、固有名詞

意味分類:人 、組織、その他具体物、場所、時間、

     その他抽象物

[動詞]

活用 型1一 段 、五 段 、力 変 、サ 変(含:サ 変 動 詞)

格 パ ター ン:が 、 を 、 に

格 要 素 意 味制 限

英 語 の 格 パ ター ンへ の マ ッ ピ ング情 報

[形 容 詞]

(辞書 見 出 し と品 詞 以外 に記 述情 報 な し)

(格要 素 は 「が 」 の み に 制 限)

[形容 動 詞]

活 用 型:な だ 型 、 の だ 型

(格要 素 は 「が 」 の み に 制 限)

[副詞]

(辞書見出 しと品詞以外に記述情報なし)

以下に基本言語変換標準での記述例を示す。

〈entry>

<japanese>

 <jentry>   食 べ る

 <jpos>   動 詞

 <jinfl>   一 段

 <jcase>    が,を

</Japanese>

<jetrans>

(を=目 的 語;名 詞 句:

</jetrans>

<english>

 <een[ry>      eat

 <epos>      verb

 <eheadpron> vowel

</jentry>

</jpos>

</jinfl>

</jcase>

((が=主 語;名 詞 句;人;)

     そ の他 の 具 体 物 ))

<evpresent>

<evpast>

<evpp>

<eving>

〈ecase>

eats

ate

eaten

eating

SVO

</eentry>

</epos>

</eheadpron>

</evpresent>

</evpast>

</evpp>

</eving>

</ecase>

</english>

〈/entry>

UPF言 語変換標準 は、さしあた り日本語 と英語の

2ヵ 国語 を対象としているが、その記述形式は上記

のように、日本語部分、日本語英語対応部分、英語

部分とに分離 してお り、将来の多言語辞書への拡張

への対応を考慮 している。

5.3 拡張言語変換標準

 拡張言語変換標準(Kシ ー ト)で は、基本言語変

換標準(Mシ ー ト)に おける登録の制限をな くし、

MTシ ステムのユーザ辞書に登録する可能性のある

辞書情報はすべて登録可能な仕様とした。拡張言語

変換標準は、あらか じめ設定 していない新規辞書情

報をユーザが設定 して記述できる枠組みを有 してい

るところに特徴がある。新規辞書情報は以下の形式

で新規なタグを定義 して記述する。

<tagdefine>

 <tag_name>  タ グ 名

 <tag_descript> 説 明

 <parent tag>  親 の タ グ 名

 <value sets>  値 の リ ス ト

<value _sets_descript>

<tagdefine _comment>

<ノtagdefine>

</tag name>

</tag _descript>

</parent _tag>

</value _sets>

値 の 説 明

 </value_sets_descript>

コ メ ン ト

 </tagdefine_comment>

6.評 価 実 験

6.1概 要

 UPF言 語 変 換 標 準 に準 拠 し た 辞 書 が 、実 際 に 各

社 の 機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア のユ ー ザ 辞書 に 変 換 可 能

か ど うか 、 ま た 、変 換 した 辞書 をユ ー ザ 辞書 と して

用 い る こ と に よ り、翻 訳 結 果 に どの よ うな 結 果 を及

ぼ す か とい っ た評 価 実 験 を行 な っ た 。 評 価 実 験 の 対

象 と した 例 文 数 は 、 日本語 、 お よび 英語 各1000

文 で あ る。 機 械 翻 訳 ソフ トウ ェ ア は 以 下 の もの を使

用 した。

日 英

 ASTRANSAC for Windows V3.0(東 芝)
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ATLAS JE V4.Ofor Windows95/NT(富 士 通)

PC Transer/je for Windows Vero.0(ノ ヴ ァ)

英 文 名 文 メ イ キ ン グ(NEC)

英 日

 ASTRANSAC for Windows V3.0(東 芝)

 ATLAS EJ V4.Ofor Windows95/NT(富 士 通)

 PC Transer/ej for Windows Very.0(ノ ヴ ァ)

 Power E!J ver2.1(シ ャ ー プ)

 翻 訳 ア ダ プ タ ーTMCROSSROAD(NEC)

6.2 評価実験の手順

評価実験は、次のような手順で行なった。

(1)辞 書の変換

 UPF言 語変換標準記述仕様 に基づ き、各社独自

に各機械翻訳ソフ トウェアのユーザ辞書形式に変換

するソフ トウェア(コ ンバータ)を 作成する。変換

する対象とした辞書は、本プロジェク トで開発 した

UPF言 語変換標準準拠対訳辞書である。

(2)翻 訳 実 験

 用 意 した 日本 語 ・英 語 各1000文 を 入 力文 と して 、

変 換 した辞 書 を 各機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア の ユ ー ザ辞

書(以 下UPF辞 書 と略 す)に 設 定 した 時 の 出 力 結

果 と、ユ ーザ 辞 書 を設 定 しな い と きの 出 力 結果 を得

る。

(3)評 価

 ユーザ辞書を設定 した時の出力結果 と、設定 しな

いときの出力結果比較 し、○△×の主観評価を行な

った。

・評価結果O

 UPF辞 書 を用いて翻訳 した結果、 UPF辞 書 の訳

語が使用 されており、翻訳文が同等かそれ以上の品

質になった場合。

あ る場 合 。

・評 価 結 果 ×

 UPF辞 書 を用 い て 翻 訳 した 結 果 、 UPF辞 書 の 訳

語 が使 用 され て い るが 、翻 訳 文 の 品 質 が 明 らか に 低

下 した場 合 。 また は、 評 価 対 象 の訳 語 が コ ンバ ー タ

に よっ て 変換 され て い るの に も関 わ らず 、何 らか の

理 由 で 、 翻 訳 文 に 使 用 され ず 、UPF辞 書 の 使 用 前

と使 用 後 で 翻訳 文 に変 化 が 無 か っ た場u<、

6.3 評 価 結 果

 上 記 の よ う な評 価 の 結 果 、 名 詞 で は90%以L、 そ

の他 の 品 詞 に お い て も85%以 上 が 評 価 結 果Oと な っ

た。 この 数 値 は 、 一般 にユ ー ザ 辞 書 を使 用 した翻 訳

結 果 の 数 値 と 同等 以 上 で あ る。 この 評 価 結 果 か ら 、

UPF言 語 変 換 標 準 は 、 機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア の ユ

ーザ 辞 書 に変 換 した 際 、 有 効 に 機 能 す る こ とが 実 証

され た。

各翻 訳 実 験 の 評 価 結 果 を表3、4に 示 す 、,

6.4 評 価 、考 察

 翻 訳 実 験 の 結 果 、UPF辞 書 を 用 い た 場 合 、8割

以 上 の翻 訳 結 果 が 良好 との 結論 を得 た 、,この 結 果 か

ら、UPF言 語 変 換 標 準 は 、 複 数 の 機 械 翻 訳 ソ フ ト

ウ ェ ア問 のユ ーザ 辞 書 に変換 可 能 な 辞 書記 述 形 式 と

して 、有 効 で あ る こ とが 実 証 され た 、,

今 回 の翻 訳 実 験 で 、評 価結 果△ あ る い は 評 価 結 果 ×

の もの に は 、以 下 の もの が あ っ た。

(1)副 詞の位置に関する情報

 今回、実験に用いたUPF言 語変換標準準拠対訳

辞書は、各品詞毎の情報基本露語変換標準に準拠 し

て記述 されている。基本需語変換標準では、副詞生

成の位置については情報を記述していないので、問

題が生 じている。 しか し、拡張 言語変換標準に採用

しているため、この問題は解決できている,、

・評価結果△

 UPF辞 書を用いて翻訳 した結果、 UPF辞 書 の訳

語が使用 されているが、評価対象の訳語がUPFの

単語に入れ替わっているため、UPF辞 書を使用す

る前の翻訳文とは文の構造などが変化してお り、多

少の問題が生じているが、文の意味は分かる程度で

(2)oneself等 の 文 中 の 他 の 要 素 と の 照 応 関 係 に

関 す る 情 報

 例 え ば 、「tidy oneselfup;身 支 度 す る;iriam going

to visit ano[hcr company this aRcmoon, I had bcUCr go

and tidy myselfup.」 の よ う にUPF C fi.I IUII変換 標 準1隼 拠

対 訳 辞 書 に は"tidy oneselrup"と し て 記 述 さ れ て い る
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表3 日英翻訳実験の結果

ASIRANSAC for Windows V3.0

ATLAS JE V4.Ofor Windowvs95/NT

PC Transer/je for Windows Ver4.0

英文名文メイキング

評価結課○

94.0%

90.1

93.0

92.1

言平f面糸吉言果△

1.0%

5.4%

0.0%

0.6%

評価結果×

4.0%

3.9

6.0

4.3%

評価不能

1.0%

0.4%

1.0%

3%

表4 英 日翻訳実験の結果

ASIRANSAC for Windows V3.0

ATLAS EJ V4.Ofor Windows95/NT

PC Transer/ej for Windows Ver5.0

翻訳 ア ダ プ ターTMCROSSROAD

Power F J ver2.1

評価結課○

92.0

87.4

94.0

97.0

92.9

評価結課△

4.0%

4.4%

1.0%

0.0%

1.5%

評価結果×

3.0%

6.5

4.0%

2.0

4.6%

評価不能

1.0%

2.2%

1.0%

1.0%

1.0%

が 、例 文 中 で は"tidy myself up"と い っ た よ うに 文 中

の 他 の 要 素 と照 応 して 変 化 す る ものが あ る。 こ うい

っ た語 が 各 社 の シス テ ム で どの よ う扱 っ て い る か の

検 討 が な され て い な か っ た,,こ れ は 、今 後 の課 題 で

あ る、,

・UPF形 式専 用 辞 書 エ デ ィ タ

・UPF形 式 の 日 英 ・英 日 辞 書(各2万 エ ン トリ;

 ビ ジ ネス 分 野 用 語)

・UPF形 式 辞 書 の ア ッ プ ロ ー ド
、 ダ ウ ン ロ ー ド環

境

(3)個 々 の機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア との 相 性 の 問 題

 UPF言 語 変 換 標 準 準 拠 対 訳 辞 書 に 含 ま れ て い る

単語 が 、機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェ アの シ ステ ム 辞 書 に登

録 され て い る た め 、UPF言 語 変 換 標 準 準 拠 対 訳 辞

書 の 訳 語 が 反 映 され なか った り、あ るい は逆 にUPF

言 語 変 換 標 準 準 拠 対 訳 辞 書 の 辞 書情 報 を採 用 した た

め に、 翻 訳 品 質 の 低 下 を招 い て い る場 合 が あ っ た 。

一般 に シス テ ム 辞 書 は
、ユ ー ザ 辞書 よ り詳細 な 辞 書

情 報 が 可 能 で あ る た め 、 こ れ は 、UPF言 語 変 換 標

準 の 問 題 とい う よ り、ユ ー ザ 辞 書 そ の ものの 扱 い か

た に 関 わ っ て くる 問題 で あ る,,辞 書 変 換 ソ フ トを 開

発す る際 に 、 シ ス テ ム辞 書 に登 録 済 み の 単 語 は、 変

換 しな い と い っ た工 夫 が 必 要 に な って くる。

7.お わ り に

 本 稿 で は 、 こ れ ま で 行 な っ て き た 機 械 翻 訳 ユ ー ザ

辞 書 の 共 通 フ ォ ー マ ッ ト設 定 活 動 に つ い て 報 告 し た 。

活 動 の 成 果 と し て 、 以 ドの も の をAAMTの ホ ー ム

ペ ー ジ 上(http:〃www .jeida.or.Jp/aamt/index.html)

で 公 開 して い る 、,

 ま た 、 以 下 の 市 販 の 翻 訳 ソ フ トウ エ ア 用 の 辞 書 変

換 ソ フ トが 用 意 さ れ て い る 。 下 記 の 辞 書 変 換 ソ フ ト

は ホ ー ム ペ ー ジ か ら 自 由 に ダ ウ ン ロ ー ドで き る よ う

に な っ て い る 。 今 月 発 売 の 「Dr.SURF Deiuxe」 の 最

新 版 に は 、 共 通 フ ォ ー マ ッ トと の 間 の 辞 書 変 換 ソ フ

トが 標 準 装 備 さ れ て い る 。

・英 文 名 文 メ イ キ ン グ(NEC)

・翻 訳 ア ダ プ タ ーTMCROSSROAD(NEC)

・ATLAS JE V4 .Ofor Windows95/NT(富 士 通)

・ATLAS EJ V4 .Ofor Windows95/NT(富 士 通)

・PC Transer/je for Windows Vero .0(ノ ヴ ァ)

・PC Transer/ej for Windows Very
.0(ノ ヴ ァ)

・Power EIJ ver2 .1(シ ャ ー プ )

・Dr .Surf Deluxe(メ デ ィ ァ ヴ ィ ジ ョ ン 、 九 州 松 下)

・翻 訳 革 命(九 州 松 下)

 また 、 東 芝 、 沖 電 気 工 業 、 日立 製 作 所 に お い て も

同 杜 の 翻 訳 ソ フ ト用 の コ ンバ ー タ を 開発 中 で あ る。

 我 々の 活 動 の 成 果 が 、 今 後 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の

有 効 利 用 に 寄 与 し、 ひい て は 日本 入の 外 国 語 情 報 の

受 発信 を促 進 す る こ とを願 っ て い る。

・UPF形 式 の 記述 什 様
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参考文献

亀井 他

伊藤 他

赤羽 他

「商用機械翻訳ユーザ辞書の共通フォ

ーマ ット設定に向けて」情報処理学会

第54回全国大会

「機械翻訳ユーザ辞書の共通フォーマ

ットの設定一アジア太平洋機械翻訳協

会における活動中間報告一」言語処理

学会第3回 年次大会

「機械翻訳ユーザ辞書データ流通のた

めの共通フォーマ ットーアジア太平洋

機械翻訳協会の活動報告一」人工知能

学会第11回 全国大会

kamei et al :"Sharable fomats and their supporting

桧山 他

亀井 他

environments for exchanging user diction-

arics among different MT systetns as a

part of AAMT activities"MT SummitVl

1997

「機 械 翻 訳 ユ ー ザ 辞 書 デ ー タ流 通 ・相

互 利 用 の た め の 共 通 フォー マ ット設 定 活

動 一 ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会 の 活 動

報 告 一 」 情 報 処 理 学 会 第56回 全 国 大 会

「UPF:機 械 翻 訳 ユ ー ザ 辞 書 の 共 通 フ

ォ ー マ ッ ト」 言 語 処 理 学 会 第4回 年 次

大 会

事務局だより

第8回 通常総会のご案内

AAMTの 方 針 を決 め 、 運営 状 況 を ご報 告 す る 通 常 総 会 が 間 近 に な り ま した、,会員 の皆 様 に は5月 ヒ旬 に

案 内 状 を お届 けい た します が 、 概 略 、次 の よ うな予 定 で準 備 を進 め て お

 今 回 は 、 通 常 総 会 の あ と、 成 果 報告 会 、 講 演 会 、 懇 談 会 な ど、 会 員 村

的 と した行 事 を計 画 してお ります の で 、ぜ ひ ご参加 くだ さい、,

 ま す,,

1!+:の 交 流 、 懇 親 、 情 報 ア ッ プ を 目

1.日 時 6月17日(水)13:30～19:00

2.会 場 機 械 振 興 会 館 6階 会議 室

      (東京 都 港 区芝 公 園)

3.プ ロ グ ラム の予 定

, 
そ 事

通 常 総 会

成果報告会

講 演 会

懇 親 会

内 容

(1>

(2)

(3)

'97年 度 の 事 業
、 決 算 報 告

'98年 度 の 予 算
、 事 業 計 画

そ の他

(1)

(2)

(3)

(4)

技術動向調査委員会報告

市場動向調査委員会報告

ネットワーク翻訳研究会報告

MT Summit、 その他報告

東京大学、西垣 通教授

「大翻訳時代を迎えて」(仮題)

立食パーティ形式による交流懇談

時 間

13:30‐ld :15

  (d5分)

14 :30～16:20

  (110分)

16:30-17:30

  (60分)

17:QO～19:00

  (80分)

 な お 、 講 演 会 は 会 員 外 の 聴 講 者 は 有 料 と し、 懇 親 会 は 会 員 の ノ∫か ら も 若 「の 会 費 をい た だ く)'定 で お り

ます が 、 詳 し くは5月 中 旬 に お 知 らせ い た します 。
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技術皐5}か り

用例 を用いた翻訳

日本IBM(株)東 京基礎研究所 渡辺日出雄

1.は じ め に

 今 回 の 「技 術 早 分 か り」 で は 、 用例 を用 い た 翻訳

手 法 に つ い て 解 説 します 。(第7回 と話 が ダブ っ て し

ま う点 が あ ります が 、 ご容 赦 くだ さい 。)

 一般 に機 械 翻 訳 は 、 ソー ス 言語 の解 析 、 ソー ス 言

語 か ら ター ゲ ッ ト言 語 へ の 変換 、 ター ゲ ッ ト言 語 の

生 成 とい う3つ の プ ロセ ス か ら構 成 され て い ます。

そ れ ぞ れ の プ ロセ ス の動 作 は 、規 則(ル ー ル)に よ

り記 述 され て い る とい うの が 普通 で した。 翻 訳 処 理

で 一 番 難 しい の は 、 曖 昧 さの解 消 です 。 規 則 で きれ

い に 記 述 した だ け で は 、通 常 多数 の曖 昧 な解 釈 が 得

られ ます 。 この 中 か ら、 もっ と もよ さそ うな解 釈 を

選 び 出 さな け れ ば な らな い わ けで す 。 従 来 は 、 これ

を 更 に 詳細 な 規 則 に よ り制 御 しよ うと して い た ので

す が 、場 合 の数 の 多 さの ため 規 則 の数 も非 常 に多 く

な り人 間 が適 切 に制 御 で きる複 雑 さを超 えつ つ あ り

ます 。 こ の よ うな状 況 で 、 多 くの 曖 昧 さの 中か ら、

人 間 の 言語 的 直感 に頼 らず に 、 う ま く最 適 な解 釈 を

選 び 出す 方 法 が な い か とい う こ とで 、 統 計 的 に解 釈

を選 択 す る統 計 ベ ー ス手 法 や 、用 例 を基 に選 択 す る

用 例 ベ ー ス手 法 等 が 考 案 され て き ま した 。

 用 例 ベ ー ス手 法 は 、簡 単 に言 う と、 翻 訳 例 を大 量

に用 意 して お き 、 入力 文 に似 て い る翻 訳 例 を幾 つ か

選 び出 し、 それ らを参 考 に して 翻 訳 をす る とい う も

の で す 。 こ れ は 、 人間 が 行 って い る 翻 訳 処 理 と大 変

似 て い る と言 え る と思 い ます 。 例 え ば 、

(s1)He bought a car。=彼 は 車 を 買 っ た 。

(s2)She saw him.=彼 女 は 彼 を 見 た 。

とい う翻 訳 例 を知 っ て い る な ら、

すが、あの長年の授業は我々の頭に多 くの用例を溜

め込むものだったとも言えると思います。(もちろん、

それだけではあ りませんが。)

 用例ベース手法は、80年 代初頭に京都大学の長尾

教授により提唱された 「アナロジーに基づ く機械翻

訳」 というアイデ ィアがベースとなっていて、主に

日本がこの分野の研究の中心的な役割を果た してい

ます。80年 代の計算機の能力では用例ベース処理 を

実現するのは困難で したが、90年代になって計算機

の能力の飛躍的拡大に伴って現実的な手法 として注

目を集めるようになりました。

2.ル ール ベ ー ス翻 訳

 用 例 ベ ー ス 翻 訳 の 良 さ を理 解 して い た だ く意 味 で

も、従 来 か らの ル ー ル ベ ー ス 翻 訳 に関 して簡 単 に説

明 して お き ます 、,もち ろ ん 、 ル ー ル ベ ー ス翻 訳 の全

て を詳 細 に解 説 す る わ け に は い か ない の で 、 簡 単 に

雰 囲 気 だ け で も分 か っ て も ら うた め に、ここ で は 「か

け る」 と い う動 詞 の 英語 へ の 訳 し分 け の 問 題 を考 え

て み ま し ょう、,

 以 下 に 、 「か け る」 とい う動 詞 を 用 い た 幾 つ か の

日本 語 の 例 文 を載 せ て お き ます 。 こ れ らの 文 の 英 訳

を考 えて み て くだ さい、,

(1)部 品 に税 金 を か け る

(2)や か ん を ス トー ブ に か け る

(3)絵 を壁 にか け る

(4)ラ ン プ を 天井 にか け る

(5)容 疑 者 を裁 判 にか け る

(6)め が ね をか け る

(7)屋 根 には しご をか け る

(s3)He saw a car.=彼 は 車 を 見 た 、,

と訳 す こ とは 、 人 間 に は割 と簡 単 な こ とです,,か な

り多 くの 人 が 英語 の授 業 を 長年 受 け て きた と思 い ま

 こ れ らの 英訳 が す ぐ に分 か った で しょ うか 、,以下

に 翻訳 例 を 載せ て お き ます 、,

(1>impose a tax on goods.
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(2) put a pot on the stove.

(3)hang a picture on the wall.

(4)suspend a lump from the ceiling.

(5) take a suspect to court.

(6)wear glasses

(7) place a ladder againt the roof.

3.用 例 ベ ー ス翻 訳

 さて、これらの訳 し分けを機械に行わせ るための

規則を考えてみましょう。多分以下のような規則を

考えることができると思います。        3.1

 さて 、上 記 の よ うな 作 業 を延 々 と続 け るの は 非 常

に面 倒 だ な と思 い ませ ん で した で しょ うか?こ れ ら

の 翻 訳 例 を シ ス テ ム に 入 れ る と 自動 的 に 適 切 な訳 し

分 け が 出 来 る よ うに な れ ば い い の に な あ と思 い ませ

んで した か?そ う な ん で す 。 これ をや ろ う とい うの

が 、 用 例 ベ ー ス翻 訳 な の で す 。

用例の表現形式

(1)「 を格 」 が 「税 金」 の よ うな もの だ っ た

  ら、 「impose」 を使 う。

(2)「 に格 」 が 「ス トー ブ」 の よ う な も の だ

  っ た ら、 「put」を使 う。

(3)「 に格 」 が 「壁 」 の よ う な も の だ っ た ら、

  「hang」 を使 う。

(4)「 に格 」 が 「天 井」 の よ う な もの だ っ た

  ら、 「suspend」 を使 う。

(5)「 に格 」 が 「裁 判」 の よ う な もの だ っ た

  ら、 「take」 を使 う。

(6)「 を格 」 が 「め が ね 」 の よ う な もの だ っ

  た ら、 「wear」 を使 う。

(7)「 を格 」 が 「は しご」 の よ う な もの だ っ

  た ら、 「place」を使 う。

 こ れ らの 規 則 の 中 で 「.。.の よ うな もの」 の 部

分 は実 際 に は シ ソー ラス(単 語 を 類似 な もの ど う し

を ま とめ て 木構 造 に した もの)上 の コー ドや 意 味 的

な属 性 コー ドを使 い ます 。こ れ らの 規則 を 見 て 、「う

一 ん 、 もっ と他 の 訳 し方 も見 て み ない と、 ち ょっ と

お か しい か も しれ ない な あ」 と感 じられ た 方 も多 い

と思 い ます 。 実 際 、 機 械 翻 訳 の ル ー ル を書 くとい う

の は 、 この よ う な作 業 の 繰 り返 しに よ って 規 則 を精

密 化 して い くこ と なわ け で す 。

 今 は 「か け る」 とい う動 詞 につ い て 見 て み ま した。

他 の 動 詞 に つ い て も この よ う な規 則 を記 述 しな けれ

ば な ら ない わ け で 、 大 変 な労 力 の か か る作 業 で あ る

とい う こ とが 、 少 しは実 感 して い ただ け たで し ょう

か?

 用 例 ベ ー ス 翻訳 で は 、大 量 の用 例 を集 め て お くわ

け で す が 、 どの よ う な形 式 で保 存 してお くの かが 問

題 とな り ます 。 理 想 を い え ば 、

This is a pen.=こ れ は ペ ン で す 。

の よ うに ソー ス 言 語 の 文 字 列 と ター ゲ ッ ト言 語 の 文

字列 の ペ ア の 形 で 持 っ て い る とい う こ と に な るの で

す が 、残 念 な が ら 、 こ の ま ま使 うとい うの は まだ可

能 に は な って い ませ ん。

 現 在 可 能 なの は 、 も う少 し内 部的 な形 式 に まで 解

析 した形 で 翻 訳 例 を持 つ とい う もの で す,,例 え ば 、

上 記 の例 の場 合 、

英 語:

((root 2"is""be"verb)

 (subj 1"This""this"pron)

 ((comp 4"pen""pen"noun)

 (spec 3"a""a"det)))

日 本 語:

((root 4"で す""だ"copula)

 (subj 1"こ れ""こ れ"pron)

 (comp 3"ペ ン""ペ ン"noun))

対 応 関 係:

(11)(24)(43)

とい うよ うな感 じに な り ます 。 こ の例 で は 、()が

一 つ の 単 語 を 表 し
、(親ノ ー ドとの 関 係 、 単語 のID、

単 語 の 表 層 形 、 単語 の 原 形 、 品 詞)と い う並 び に な

って い ます 。対 応 関 係 の と こ ろで は、(ソー ス 単語ID

ター ゲ ッ ト単 語ID)と な っ て い て 、 そ れ ぞ れ の 単

語 が 対 応 して い る こ と を表 して い ます、,

一11一



3.2 マ ッチ ン グ と類似 度 計 算

 翻 訳 す る 文 が 与 え られ た時 に 、用 例 デ ー タベ ー ス

に まっ た く同 じもの が あ れ ば 、 そ の タ ーゲ ッ ト部 分

をそ の ま ま翻訳 と して し まえ ばい いの で す が 、 そ う

い うケ ー ス は非 常 に 希 な わ け です 。 大 抵 は 入力 文 の

幾 つ か の 部 分 に 対 して 、類 似 な翻 訳 例 を探 す こ と に

な り ます 、、そ の 際 、 入力 文 の 断 片 よ り翻 訳 例 の 方 が

大 きい とい うこ と もあ り ます か ら 、類 似 な翻 訳 例 の

部 分 を探 す とい うこ とに な り ます 。 例 えば 、入 力 文

が

(s4)ア メ リカ が 日本 か らの コ ン ピ ュ ー タ ー に 関

  税 を か け た 。

この 意 味 的 な近 さは 、前 述 の 意 味 マ ー カー や シ ソ ー

ラ ス な どか ら計 算 され ます 。 そ れ 以外 に も ちろ ん 文

法 的 な制 約 も加 味 され ます 。 例 え ば 、 意 味 的 に近 く

て も名 詞 と動 詞 で は類 似 度 は低 くな る とい う よ う に

で す 。 そ れ 以 外 に 、 入力 と用 例 の構 造 的 な類 似 度 も

反 映 さ れ ま す 。 例 え ば 、上 記 の(s4),(s5),(s

6)の ケ ー ス で 、(s4)の 「日本 か らの コ ン ピ ュ ー

ター 」 に対 して 、(s5)の 「自動 車 の 部 品 」 と(s6)

の 「ア メ リ カか らの 製 品 」 の どち らが類 似 か とい う

こ と に な るわ け で す が 、対 応 す る単 語(「 日本」と 「自

動 車 」 あ るい は 「ア メ リカ」)の類 似 度 や構 文 的 な 類

似 度(「AのB」 と 「Aか ら のB」 の 違 い)な ど を 考

慮 して 決 定 され る わ け で す 。

3.3 ター ゲ ッ ト構 造 の 作 成

で あ り 、 用 例 デ ー タベ ー ス に 、

(s5)日 本 政 府 は 自動 車 の 部 品 に 税 金 を か け た 。

   ‐Japanese government imposes a tax

  nn goods of cars.

(s6)ア メ リ カ か ら の 製 品 の 輸 入 が 増 え て い る 。

  =lmport ofproducts from US is

  increasing.

 さて 、 上 記 の 入 力 文(s4)に 対 して(s5)と(s

6)が マ ッチ した場 合 に、 ど うや っ て翻 訳 出力 を生

成 す る か とい うの が 次 の 問 題 で す 。(s5)と(s 6)

の マ ッチ した 部 分 に 対 応 し た タ ー ゲ ッ ト言 語(英

語)部 分 を つ な げ て み る と、

Japanese government imposes a tax on

goods from US.

というの が あった場 合 、入 力 文 の 「日 本 か らの 」 以 外

の 部 分 が(s5)の 「自 動 車 の 」 以 外 の 部 分 と 類 似

で あ り、入 力 文 の 「日本 か らの コ ン ピュ ー タ」 の部

分 が 、(s6)の 「ア メ リカ か ら の 製 品 」 の 部 分 と類

似 で あ る こ とに な ります 。以 後 、 入力 文 の 部 分 と翻

訳 例(あ る い は そ の 部分)が 類 似 で あ る こ と を 「マ

ッチ す る」 と呼 ぶ こ とに し ます 。

 この 様 に 、 入 力 文 の部 分 とマ ッチす る翻 訳 例(あ

るい は そ の 部 分)を 探 して 、幾 つ か の 翻 訳 例 が ち ょ

う ど入 力 文 全 体 とマ ッチす る よ う な翻 訳 例 の 組 を探

す わ け で す が 、 こ の様 な組 合 せ は 当然 複 数 得 られ ま

す の で 、 どの組 合せ が 一 番 い い の か を決 め る必 要 が

あ ります、,

 ここ で 登場 して くるの が 、 類 似 度 で す 、,すな わ ち 、

翻 訳例 の組 の内 、 それ ぞ れ の 翻 訳 例 の 類 似 度 の和 が

最小 の もの が 一一番 類 似 な翻 訳 例 の 組 と なる わ け で す、,

 さて 、類 似 度 は どの よ う に決 ま るの で しょ うか?

基 本 的 に は 単語 の意 味 的 な近 さが 指 標 にな ります,,

とい うお か しな 英語 に な っ て し ま う こ とか ら も分 か

る様 に 、 ター ゲ ッ ト側 を 修 正 す る 必 要 が あ ります 。

こ の現 象 は 、使 用 して い る翻 訳例 は 似 て は い るけ れ

ど も入力 文 と完 全 に 一致 して い る わ け で は な い こ と

か ら起 こ ります 。 そ こ で 、 マ ッチ した 翻訳 例 中 の 単

語 で 入 力 と同 一 で な い もの は 、対 応 す る ター ゲ ッ ト

側 の 単 語 を辞 書 引 きを して 入力 単 語 の 正 しい 訳 語 に

置 き換 えて かLj タ ー ゲ ッ ト側 を組 み 合 わ せ る とい

う処 理 を し ます 。 上 記 の例 の 場 合 だ と、(s5>の タ

ー ゲ ッ ト側 の マ ッチ した部 分

Japanese government imposes a tax

on goods

で 、 入 力 文 と完 全 に … 致 して い ない 日本 語 部 分 に対

応 して い る単 語 を正 しい 訳 語 に置 き換 えて 、

US imposes customs on computers
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と な り ま す 。 次 に 、(s6)で も 同 様 に 、 US imposes customs on computers from Japan.

products from US とい う訳 が生 成 され る こ とに な り ます 。

が

computers from Japan

と な ります 。 こ こで 、 変 更 され た ター ゲ ッ ト側 を組

み 合 わ せ る こ とで 、

 この翻訳処理の例を図1に 示 します。上記の説明

では、用例や入力の部分を直線的に表現 してきまし

たが、図1に 示す ように実際には解析が済んだ木構

造の状態で行います,,
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4.お わ り に

 こ こで 、用 例 ベ ー ス翻 訳 手 法 の 意 義 につ い て 考 え

てみ た い と思 い ます 。 従 来の ル ー ルベ ー ス 翻訳 シス

テ ム は 、翻 訳 知 識 が 人間 の 直 感 に大 い に依 存 した ル

ー ル とい う形 で 構 築 され てい て 、 ル ー ル 間 の相 互作

用 が非 常 に微 妙 な レベ ルで均 衡 を保 っ て動 い て い る

とい うシ ス テ ム で した。 翻 訳 ル ー ル の 体 系 を構 築 し

た 人以 外 に は修 正 が 難 しい とい う問 題 点 が あ り、効

率 的 な シス テ ム の修 正 ・向 上 を妨 げ て き ま した 。(こ

れ は 、 ソ フ トウェ ア の ソー ス コー ドと似 た 問 題 で 、

人 の書 い た プ ロ グラ ム を維 持 し修 正 して い くの は 非

常 に 大 変 な の と似 て い ます。)極端 な言 い 方 をす れ ば 、

従 来 の 翻訳 シス テ ム は 、 まだ 手作 り作 業 に 大い に依

存 して い る と い う意味 で 、 産 業 革 命前 の手 工 業の 段

階 に あ る とい う感 じで しょ うか、,本稿 で 説明 した用

例 ベ ー ス 手法 や以 前 の この コー ナ ー で取 り ヒげ られ

た統 計 ベ ー ス手 法 な どは 、 入 間 の 直感 に 頼 っ て い る

部 分 の 置 き換 え に よっ て 一1二学 的 な シス テ ム化 を 目指

した もの と言 え る と思 い ます、,この様 な手 法 を 大 い

に取 り入 れ て い く こ と に よ り、 翻訳 シス テ ム の効 率

的 な 開発 ・向 上 を見 込 む こ とが 出 来 る と思 い ますO

 非 常 に 簡単 に で す が 用 例 ベ ー ス 翻 訳 に つ い て 説 明

して き ま した,,こ の 手法 を川 い た実 際 の シス テ ム を

構 築 す る に は 、 パ フ ォー マ ンス 等 の 解 決 すべ き問 題

点 が まだ 幾 つ か 残 って い ます が 、 従 来の ルー ルベ ー

ス翻 訳 を補助 す る形 で 今 後 使 用 され て い く機 会 が 増

えて い く こ と と思 われ ます 、、
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会員投稿

不思議の国のア リス中の長文翻訳

会員 翻訳家 佐伯 正剛

は じめ に

 こ こ に紹 介 致 します 、短 ・長 文 一 対 の文 章 は 、 ル

イ ス ・キ ャ ロ ル氏 の 著 書 「不 思 議 の 国 の ア リ ス」

(Alice in Wonderland, Lewis Carroll)か らの抜 書 き

で 、 この 文 は上 記 の 著者 の 中 の前 後12の 長 短 の 詩 の

う ち、17番 目 に当 た り ます 。

1.さ て、 上 記 の 短 ・長 文 の うち の長 文 は 、否 定 語

 が 多い 為 、全 体 の 意味 が把 握 出来 ませ ん で した。

 そ こで 、上 記 否 定語 の数 が6で あ る こ とに思 い 当

 た り ま した。 これ ら初 歩 の数 学 又 は文 法 に よれ ば 、

 偶 数 個 の 否 定 語 を持 つ文 は 、肯 定 文 で あ る こ とに

 思 い 当 た りま した 。

2.そ こで 、本 文 に戻 り関係 の部 分 を読 み 直 した と

 こ ろ 、何 と この 長 文 の前 に10字 前 後 の文 に よっ て 、

 長 文 に先 立 って 要約 文 が あ る こ とに気 が 付 い た の

 で す 。 この 後 に、上 記 長 文 が 書 か れ て い る の です 。

 しか も、 この 短 文 は勿 論 否 定 語 の な い もの で した。

3.従 って 、著 者 は先 ず この 短 文 を示 し、 そ の後 長

 文 が 書 か れ て い ます 。 この こ と は 、著 者 は わ ざわ

 ざ前 記 長 文 の 直 前 に明 解 な結 論 を書 き、 そ の後 に

 この 長 文 を書 い た とい うこ とで す 。 この こ とは 、

 著 者 の 意 図 に よれ ば 、十 歳 前 後 の 少 女 に対 して難

 しい 長 文 で 応 答 して い る こ と は 、読 者 を成 年 と見

 立 て て 書 い た もの と思 われ ます 。

4.と ころ で 、 筆 者が 実 際 に 日本 語 の 訳 文 に よ る図

 書5冊 を読 ん だ範 囲 で は、 著 者4名 が 肯 定 文 と し

 て 訳 され て お り、残 る1名 が 否 定 文 と して 訳 して

 お い で で す 。 な お 、 この 内 、2名 の 方 々 は、 口語

 文 で は な く文 語 文 とな って お ります 。

5.そ こで 、 早 速 上記 短 文 と長 文 を紹 介 します 。

(1)短 文:

   "Be what you would seem[o be."

(2)長 文:

   "Never imagine yourselfnot to be otherwise than

   what it might appear to others that what you were

  or might have been was not otherwise than

   what you had been would have appeared[o them

to be otherwise."

6.前 記 の 短 文 ・長 文 につ い て は 、 この 両 文 章 の 間

 に"‐or, ifyou'd like it put more simply-"の 挿 入 が あ

 り ます。

7.上 記 に つ い て5名 に よ る訳 文 を紹 介 し ます 。

(1)石 川 澄 子 氏 訳

  「見 え る通 りの もの で あ れ 」 と い うこ と一 もっ

 とわ か りや す く言 い 表 した け れ ば 一 「傍 目 に見 え

 る 汝 と、 汝 そ の もの とが 違 わ ない と空 想 す る こ と

 な か れ。 か つ て の 汝 も、 そ れ か ら後 の 汝 も、 そ れ

 よ り遥 か の昔 に 、傍 目に は 、 汝 そ の もの とは似 て

 も似 つ か ぬ もの と見 え しな らん 汝 に他 な ら ざ り し

 な れ ば な り。」と言 い ま した 。 (以 下 略)

(2)北 村 太 郎 氏 訳

  「見 え る ま まの もの で あ れ 。」一 もっ と簡 単 に言

 い た け れ ば一 「自分 自身 を他 の 人 に見 え る か も し

 れ な い もの で あ り、 そ れ は す なわ ち、 お ま えが そ

 うで あ り、 あ る い は そ うで あ った か も しれ ない も

 の で あ り、 そ れ は す な わ ち、 お ま えが か つ て そ う

で あ っ た とこ ろ の もの が 、 他 の 人 に違 う よ う に見

 え た で あ ろ う と ころ の もの に 他 な ら ない 」 って 言

 う ん だ よ。

(3)高 杉 一 郎 氏 訳

  「自分 が 見 え た い と思 う もの に な れ 。」一 もっ と

簡 単 に言 っ て も らい た け れ ば一 「自分 は 、他 の 人 々

の 目 に映 っ て い る もの と、他 の もの だ と思 う な。

 自分 が 自分 が そ うだ っ た こ と、 あ る い は そ うだ っ

たか も しれ な い こ とは 、 自 分 が そ うだ っ た こ とが 、

他 の 人 々 の 目 に は 、他 の よ うに 映 っ て い た こ と と

違 う わ けで は な い。」

(4)福 島 正 実 氏 訳

  「汝 の 見 え た い と思 う もので あ れ 。」と言 うの よ。

 も っ と簡 単 な 言 い方 を した け れ ば 、 「汝 が あ り し

 もの 、 ま た は あ りや も しれ ざ り し もの は 、他 人 に

は、 汝 の あ りた る もの が 、彼 ら に は さに あ らず 、

 と見 え しもの に他 な らず 、 と見 え しや も しれ ざる
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もの に他 な らず 、 と汝 自身 に お い て考 え る こ とな

か れ 」 と言 うの よ。

(5)矢 川 澄 子 氏 訳

  「見 え る通 りの もの で あ れ」 とい うこ と一 も

っ と分 か りや す く言 い 表 した け れ ば一 「傍 目 に見

え る汝 と、 汝 そ の もの とが 違 わ ない と空 想 す る こ

とな か れ 。 か つ て の 汝 もそ れ か ら後 の 汝 も、 よ り

遥 か の昔 に傍 目 には 、 汝 そ の もの とは 似 て も似 つ

か ぬ もの と見 え しな らん 汝 に他 な ら ざ り しなれ ば

な り」

あとがき

 以上は、5名 の翻訳者による、長文38語 の訳出を

例として掲げましたが、その内4名 の方々が

 肯定文としての訳をしておられます。

 このことは、翻訳を業とされている方々で も否

定語を多数含むや長文については、否定語を奇数個

または偶数含む場合に、陥 り易い比較的単純な誤 り

をおかすことが、時により有 り得ることを示す一例

と思います。

難務撮諸灘 り

協 会 活 動 報 告
   (1998年1月 ～3月)

理 事 会 3月30日
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市場動向調査委員会 2月13日

技術動向調査委員会 2月13日

編 集 委 員 会 2月23日

ネットワーク翻訳研 究 会 2月12日

イ ン タ ー ネ ッ トWG 1月27日

①'98年 度事業計画案 ②'98年 度収支予算案 ③決算理事会および総会日程

④市場動向調査委員長の交替

①牛尾真太郎氏の理事選任

①'98年 度事業計画の検討 ② シンガポールサ ミット企画、その他

①'98年 度事業計画の検討 ②総会、成果報告会の企画 ③予算案

①'98年 度事業計画案の作成 ②'98年 度予算案の作成 ③総会、成果報

告会の検討その他

①UPF活 動についてのヒアリング ②来年度の活動方針

①市場動向調査委員会 との合同会議 とし、UPF活 動のまとめ ②来年度

の活動方針

①AAMT Journal No.21の 反省 ②No.22の 企画 ③来年度の編集方針

①ヒアリング(JICST白 木沢佳子氏)② 本年度のまとめと来年度の活動方針

①ソフトウエアー覧表の改訂の進め方 ②'98年 度の方針

2月23日 ①AAMTホ ー ムペ ー ジ の メ イ ンテ ナ ンス ② 本 年 度 の ま とめ と来 年 度 の 目標

     一・一 一∠ ・・-S -..くL4/,
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新製品紹発

  インターネット英 日翻訳 ソフト

翻 訳 サ ー フ ィ ンV4.0

富士通株式会社

1. は じめ に

 発 売 以来 好 評 をい た だ い て お り ます イ ン ター ネ

ッ ト連携 英 日翻訳 ソ フ ト 「翻訳 サ ー フ ィン」 をこの

度V4。0に バ ー ジ ョンア ップい た しま した。

 新 製 品の 「翻訳 サ ー フ ィンV4。0」 は、 これ ま

で の 「Webペ ー ジ翻訳」 機 能 に、英 文 メー ル を翻訳

す る 「メー ル翻訳 」、英 語 のニ ュ ース グルー プ記事

を翻訳 す る 「ニ ュース 翻訳」 、指 定 した 時刻 に指定

したペ ー ジを ダウ ンロー ド/翻 訳 を行 う 「Web巡 回

翻訳」 の3つ の新機 能 が加 わ り、 さら に使 いや す い

イ ンターネ ッ ト翻訳 ツー ルに進化 い た しま した。

2. 新 機 能

2.lWeb翻 訳

 Internet Explorer, Netscape Communicatorな ど

のWWWブ ラ ウザ と連 携 して 、 英 文 ホ ー ム ペ ー ジ の レ

イ ア ウ トを そ の ま ま 日本 語 に 翻 訳 し ま す 。

・基 本 辞 書 と し て 約15万 語 の 豊 富 な 語 彙 で 精 度

 の 高 い 翻 訳 を提 供 し ま す 。(語 数up)

・Internet Explorer4 .01, Netscape Comnninicator

4.03と 連 携 可 能 で す 。(統 規対応)

   ' ・"`岬 喚モ瀦纐

騰   ・硝 鄭 督・ご鷲 ・

 _駈 礫∫蝋
賑L』__ 勒麗_皿_
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2.2メ ー ル翻 訳(新機能)

Out l ook Express, Netscape Messengerな どの メ

ー ラ と連 携 して
、 自分 宛 ての英 文 メー ル を 日本語 に

翻訳 します 。

・メ ール到着 と同時 に翻訳 を実 行 します
。

・特 定 の相 手 か らの メー ル の み翻 訳 を行 う指 定 も

 可 能です 。
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   メール翻訳

#職 燃  髪  灘 附 雛簾

勲 購 ㈱繍 … 灘 難

遡

翻
鋤

 
轍

 
灘

 
識

2.3ニ ュ ー ス翻 訳(新 機 能)

 Out look Express, Netscape Co l l abraな ど の ニ ュ

ー ス リ ー ダ と連 携 して
、英 文 の ニ ュ ー ス 記 事 を 翻 訳

し ま す 。

・ニ ュ ー ス リ ー ダ で ニ ュ ー ス 記 事 を 開 く と 同 時 に

 翻 訳 を実 行 し ま す 。

 '襲  賊

1灘 懲
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2.4Web巡 回 翻訳(新 機能)

 あ らか じめ指定 され たペ ー ジ(URL)を 予 約 し

た時刻 に 自動 巡 回 し、 ダウ ンロー ド ・翻訳 します 。

・ 「Web巡 回 リス ト」 で よ くア クセス す るURLを

 分類 ・整 理 して 管理 で きます 。

・巡 回時刻 は、ビデ オで番 組予 約 す る ような イメ ー

 ジで設定 で きます。

・最大9階 層 まで 自動 で リ ンク をた ど りダウ ンロ ー

 ド/翻訳 を行 う指定 が で きます 。
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巡回時刻の設定画面

驚 馨鱗,蟹 、 、 _,。 、,.….… 醍繍 獺 

撚 灘 難 華雛難萎繍 難撫 難 睾

灘繊 羅1灘 灘難lll

鍋

'
、
 

 

 

季

毒

、難

馨

塁

雛

難

艦
認
離

麟

轟
廿弼朝彰朝ザ冗κ

強毎購粥燃贈構粥胱粥ム雛盤

缶
鉾
綴

総
、

、  冊羅翻羅馨羅雛 嚢羅 灘・灘 難  騰 器霧霧辮難繋
、莞ザ

1総灘 灘難灘 購 騰灘繊 繕慈鑓雛 繊嚢

   巡回条件設定画面

2.5 「日本語でサーチ」連携(新規対応)

・英文 ペ ー ジ検 索 ソフ ト 「日本 語で サ ーチ」 と連携

 すれ ば 、日本 語 キ ーワ ー ドで英 文ペ ー ジ を検 索 し、

 検 索結 果 を 日本語 で読 むこ とが で きます 。

3.そ の他 の機 能

3.1Web翻 訳

・ペ ー ジ中のヘ ッダ(見 出 し)、 リス ト(項目)、 リン

 ク部分 のみ を翻訳 し、翻 訳 時 間が節 約で きるア ウ

 トライ ン翻訳機 能 。

・指 定 した範 囲 のみ 翻訳 を行 う部 分翻 訳機 能。

・参 照 してい るペ ー ジの タ イ トル を翻 訳 す る タ イ

 トル翻訳 機 能 。

・ク リ ップ ボ ー ドに コ ピー され た英 文 を翻 訳 す る

 ク リップボ ー ド翻訳機 能 。

・キ ャ ッシ ュ に保 存 したペ ー ジ をオ フ ラ イ ンで 翻

訳 す る二 麟 。

3.2チ ュ ーニ ング機 能

・ユ ーザ独 自の利 用者辞 書 が作 成可 能。

・「ATLAS専 門用 語 辞書V4 .0」の24種 類 の辞書 が 利

 用可 能。

・訳文 ス タイルが 変更 可能 。

・メ イン ウィ ン ドウに表示 す る ッールバ ー ・ボ タン

 の種 類 、サ イズ な どが変 更可 能。

4.動 作 環 境

 動作OS  :Windows 95ま た はWindows M4,0

 デ ィス ク容 量:40田 以 上

 必 要 メモ リ :.r.以 上(OS含 む)

 必 要 ソ フ トウ ェア:Netscape Navigator 3,X,

    Netscape CoRmunicator 4.OX ま た は

    Internet Explorer 3. X/4.0/4.01

 価 格    :8,800円(税 別)

  (「日本 語 でサ ーチ 」とセ ッ トにな っ た

  「翻 訳 サ ー フ ィ ン+」 はia,soo円(税 別))

お 問 い 合 わ せ 先

富 士 通 株 式 会 社 ソ リ ュ ー シ ョ ン販 売 推 進 部

〒144-8588東 京 都 大 田 区新 蒲 田1-17-25

TEL : 03-3730-3136

受 付 時 間:月 ～ 金(祝 日除 く)

      9:00-12:00/13:0017:00

URL: ht tp://jpark. ext.fuj i tsu. co. jp/ATLAS/
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新製品紹介

 英文ホームページ検索 ソフト

日本 語 で サ ー チV1.0

富士通株式会社

1. はじめに

 「日本語でサーチ」は19WWブラウザ上で、日本語の

キーワー ドを入力することにより海外のホームペ

ージを簡単に検索できるインターネットツールで

す。このソフトを利用することにより、英語の全 く

わからない方でも、インターネットの膨大な情報の

中から、自分の必要としている情報をいち早 く検索

し、アクセスすることが可能です。

 なお、本製品は富士通研究所で試行してきた技術

を製品化したものです。

2.特 長

2.1高 精度なキーワー ドの日英変換

 入力された日本語文字列は、基本辞書により検索

すべき英語キーワー ドに変換します。基本辞書には、

インターネットでよく検索される地名 ・人名 ・ブラ

ンド名 ・施設名など約15万 語の豊富な単語を用意

しています。

2.2自 然文による検索

ニュー ヨー クのおい しい

イ タリア料理店

単語に分解

ニ ュー ヨー ク/の/お いしい

イ タ リア/料 理店

英語キー ワー ドを辞書

から取得

dew York, good, 1talian,

restaurant

2.4英 訳選択

 日本語を英語に変換する際に、訳語が複数ある場

合は、複数の英語キーワー ドから変換候補を選択す

ることが可能です。

馨蒙嚢 ここを

クリック

一㊧

 日本 語 キ ー ワー ドは英 語 に変 換 され る 前 に単 語

に分割 され ますの で、 自然 な文 をキ ー ワー ドにす る

こ ともで きます.

2.3強 力 な検 索 エ ン ジ ンと連携

 検索 エ ンジ ンは 、世 界 中で定評 の あ る8つ の中 か

ら選択 して使 用 す る こ とがで きます。

 AltaVista/ infoseek/Yahoo!/HotBot

 Exc i te/webCraw l er/Lycos/MAGELLAN

.盤 嚢蠣 灘1 灘 醸難65Z馨霧轟難難

蕪
齢
罎
灘

ニュー∋一ク/の/お いしい/イ タリア/料 理店

灘 翻 鵜翻麹 蝋 ≡難灘雛叢
繋顯

_擁1、

醸離1購 、
 ザ 冗亭脚唖翰 儒渾

 嗣鱗 鷹 豪
 {疑乎駒 障
甜 途強酬 購葦蝋 、

撒 繍撒1

灘 響灘難灘舞

騰
羅
灘
翻
織

霧灘灘鐵灘慧蠣難職翻
譲 懲

2.5個 人辞書のチューニング

 個人辞書に単語を登録することができます。
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2.6イ ン ター ネ ッ ト翻 訳 ソ フ トと の 連 携

 「翻 訳 サ ー フ ィ ン」 と組 み 合 わ せ る と 「日本 語 で

サ ー チ 」 で 検 索 した 英 語 ペ ー ジ を即 座 に 翻 訳 で き、

ス ム ー ズ に 海 外 の 情 報 を収 集 す る こ と が で き ます 。

そ の 他 、 以 下 の イ ン タ ー ネ ッ ト翻 訳 ソ フ トとの 連 携

も可 能 で す 。

 ・イ ン タ ー ネ ッ ト翻 訳 の 王 様V2.0(日 本IBM)

 ・EtoJ IM'ERNET PLUS V4.0 (LogoVista)

 ・Transpad V3.Ofot Windows (エー。アイ・ロジ ック)

 。Dr. Surf for Windows V2。0 (メデ イアヴ イジ ョン)

 ・ASTRANSAC for Internet V2.0(東 芝)

 ・イ ン タ ー ネ ッ トザ ・国 際 人EJV4.0(サ ンヨー)

 。PENSEE for Internet V2.0 (r中ソフト)

 ・た ち ま ち 翻 訳V2.0(日 立)

※各製品のバージョンは97年12月 現在の最新バージョンです。

※各製品名は各社の商標 または登録商標です。

「翻 訳サ ー フィ ン」 との連携 操 作手 順

① 「日福 吾でサーチ」を起動 します.

② 検索キーワー ドを入力 し,検 索ボタンをクリックします.

③ ブラウザカ懸 力し,検 索ページカ嚇 されます.

④ 「翻訳サーフィン」を起動 します,

⑤ 翻訳ボタンをクリ。クし,表 示されたページを翻訳します.

3. 動 作 環 境

 動 作OS  :windows 95ま た はWindows Nf4.0

 対 応 機 種  :上 記OSの 動 作 す る 機 種

 デ ィス ク 容 量:11MB以 上

 必 要 メ モ リ :.r.以 上(OS含 む)

 必 要 ソ フ トウ ェ ア:Netscape Navigator 3. X,

    Netscape Communicator 4.OX ま た は

    Internet Exp lorer 3. X/4.0/4.01

価格 6,000円(税 別)

(「翻 訳 サ ー フ ィン」 と 「日本 語 で サ ーチ 」

が セ ッ トにな った 「翻 訳 サ ー フ ィ ン+」 は

12,8∞ 円(税 別))

お 問 い 合 わ せ 先

富 士 通 株 式 会 社 ソ リ ュ ー シ ョ ン販 売 推 進 部

〒144-8588東 京 都 大 田 区新 蒲 田1-17-25

TEL :03-3730-3136

受 付 時 間:月 ～ 金(祝 日除 く)

     9:00-12:00/13:00-17:00

URL  http://jpark. ext.fuj i tsu. co. j p/ATLAS/

事務局総より

AAMT事 務局 スタ ッフの交替

 AAMT職 員 、 神 野 千 恵 子 さん が4月20日 付 で 退 職 し、後 任 と して 木 谷 恵(き や め ぐみ)さ ん が4月

1日 か ら勤 務 して お ります の で 、 お 知 らせ い た し ます 。

 事 務 局 の 受 付 時 間 を朝9時 か ら午 後5時 半 まで に広 げ て 、会 員 の皆 様 に 一層Quick and Kind Respouseが

で き る よ う努 力 して 参 ります 。

臨
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新製品紹弁

ロ ボ ワ ー ドVer 3.0

有限会社テクノアウ ト 第二事業部営業課 高橋信吉

1.は じめ に

 〃ロ ボ ワ ー ド〃は、 辞 書 ・翻 訳 ソ フ トに あ りが ち

な面 倒 な 入力 操 作 や 複 雑 な処 理 作 業 を必 要 とせ ず 、

単 語 に マ ウ スの ポ イ ンタ を合 わ せ る だ け で 簡 単 に言

語 を訳 す こ とが 出来 る革 新 的 な翻訳 ツー ル で す 。

 一般 の文 章 翻 訳 と異 な り、 〃ロ ボ ワー ド 〃は 単 語

単 位 で の翻 訳 とな る ため 、 翻訳 後 に文 章 が 混 乱 す る

こ と もな く、 また 、入 力 作 業 を必 要 と しな い た め 、

文 章 を読 み なが ら リアル タ イム で 次 々 に単 語 の 翻 訳

を行 うこ とが 出来 ます 。

2.リ アル タ イ ムの 簡 単 翻 訳

 一般 に辞 書 ソ フ トで 単 語 を検 索 ・翻訳 す る場 合 、

対 象 とな る単 語 の スペ ル をキ ー ボ ー ド、 も し くは コ

ピー&ペ ー ス トで 入力 す る必 要 が あ ります が 、 ロボ

ワー ドで は そ の よ う な面 倒 な 手 続 きは 不 要 で す 。 調

べ た い単 語 の上 にマ ウス の ポ イ ン タ を持 っ て い くだ

け … こ れ だ けで 、即 座 に単 語 の 訳 が ポ イ ン タの 近 く

に 表示 され ます 。 また、 マ ウス で 単 語 を指 す だ け と

い う簡単 操 作 は 、マ ニ ュ アル を読 ん で操 作 を熟 知 す

る とい う作 業 を大 幅 に軽 減 します 。

3.多 彩な検索方法

 ロボワー ドは、マウスで単語を指すだけの簡単検

索以外 にも、様 々な翻訳機能を有 しています。

3・1前 方 一 致 検 索

調 べ る単 語 の前 半 部 分 で の 検 索(〃ab〃 と入 力 す

れ ば 、 頭 がabの 単 語 を全 て 表 示 ・翻 訳 し ます)

3・2 後 方 一致 検 索

調 べ る単 語 の 後 半 部 分 で の 検 索(クab〃 と入 力 す

れ ば 、 語尾 がabの 単 語 を 全 て 表 示 ・翻 訳 し ます)

3・3 相似 検 索

カ タ カナ や 、曖 昧 な ス ペ ル で 入 力 した単 語 を ロ ボ ワ

ー ドが 判 断 し、 該 当 す る と思 わ れ る単 語 を全 て表 示

・翻訳 し ます。

《※ 上 記 の検 索 ・翻 訳 方 法 は 、 キ ー ボ ー ドか らの 入

力 、 も し くは カ ッ ト&ペ ー ス トに よ る処 理 と な りま

す 》

                       幽曲■圏騰「o
劇鋤も蛭   {罪   轍4v虻 三〇幽 【        誓 響 帯

鞠 撫嵯 ぎ 恥b_己渤 。b醜d⑳ 認 轟 黙鷺漁 鮮儲㎞套㎝  茎
  ・董筆  鋤         ・輝群               輩 鳶
  繋                                  憩『                                  榊照

轟 廼恥   D榊 曲 ㎞ 細 勧欝 一  1'M.趣36鞭鮮 鵬蜘 ㎞ ¢血.L飢

海 舗  舳漏 醇攣 ・。麗 ・喫}¢臨 簡 輪 嘩 ・笛劔c

鵠 毒灘 畿麟講難 蟻灘翻
    .講鋤 励 曲血猫 鱒軸出価 殉  里  ・・'.   ・・  

毒 奪血 瞳 製 世舜鱗 擁 翻 翻 己厩 一 島・輔 醜 ,.ユ 蛾   .遜  蚕憂  も睡
鞭 膿山監㎜㎞舳 艦。叫購薗 鍾樋凱鋤魂濃 興 醜面 昏㊤脚匿血凶紬 猛霧 奉  Ψ   

奪無 ◎欄 無 ㎜ 猟r    Ψ               1亨

図1【 マウスで単語を指すだけの簡単翻訳】
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1;禰一 ゴlj・一・解1
     m贈 恒,

瀧1
翻 纏 麟 観 鵯 「huml,Ai3,_G
る 傭m.㎞m)鷹 響・恐怖「で巨などハ・)と

ひ出TICUtto「vgfG〕.びくっとすら(副剛h
b.1濃喫之 が〕急に出る踊ひのく亀引〔b,
脳旧V.beck)飛 上力、るfophomi,〔 く響陰と

が〕ゆるc

した[研 究社新英和/新 和英中辞典版]の2種 をご

用意致 しました。

[三 省 堂 デ イ リー コ ンサ イス 英 和/和 英 辞 典 版]

(総 収 録 語 数 約12万 語 〉

価 格 …¥12800

[研究社新英和/新 和英中辞典版]

(総収録語数約16万 語用例約19万 語)

価格…¥14800

図2【 多彩な検索 ・翻訳機能】

■ ロ ボ ワ ー ドVer 3.0の 動 作 環 境

4.辞 書拡張機能                 HDD

 ロボワー ドは、標準で搭載 している辞書以外に、

各種の辞書を追加することが出来 ます。これにより、

英和 ・和英以外に様々な言語や専門用語の翻訳が可

能となります。

【現在販売中のロボワー ド追加辞書】

○知財翻訳研究所 英和/和 英専門用語辞典 標準

 版(合 計約30万 語収録)

0同 プロフェッショナル版(合 計約170万 語収録)

○吉林教育出版杜簡体字 日中/中 日辞典(合 計約9

 万語収録)

《以降も、継続 して各種の辞書を追加発売 していき

ます》

5.音 声 デ ー タ を収 録

 豊富 な音 声 デ ー タを収 録 して い ます の で 、 翻 訳 以

外 に 、 会 話 や ヒア リ ン グの学 習 に も利 用 で き ます 。

6.充 実した搭載辞書

 ロポワー ドは用途に合わせ、充実 した語彙数と使

いやすさを誇る[三 省堂デイリーコンサイス英和/

和英辞典版]と 、豊富な用例 と専門ユースにも対応

[三 省 堂 デ イ リー コ ンサ イ ス 英 和/和

英 辞 典版]

25MB以 一ヒ(音 声 デ ー タ含 む)

[研 究 社 新 英 和/新 和 英 中 辞 典 版]

40MB以 上 、 音 声 デ ー タ別 途50MB以

上

《以 下 は 共通 の動 作 環 境 とな り ます 》

OS(メ モ リ)Windows95(8MB以 上)

      Windows NT4.0(16MB以 上)

CPU    486以 上(Pentium100MHz以 上 推 奨 〉

ビデ オ   VGA16色 以 ヒ(256色 以 上 推 奨 〉

ディスクドライブ CD-ROM

      (イ ン ス トー ル時 の み 使 用)

【開 発 元 】

有 限 会 社 テ ク ノ ク ラ フ ト

【販 売 元 ・お 問 い 合 わ せ 先 】

 有 限 会 社 サ ン ・オ ー ク

 〒5998236大 阪 府 堺 市 深 井 沢 町3284安 田 ビ ル

 TEL O722-70-6876 FAX O722-70 675

 http://www.sanoak.co.jp/

 (E‐mail)sanoakCsanoak.co.jp

義
囎鴫
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商品一覧表

機 械 翻 訳 関連 ソフ トウ ェ アー 覧表(1)

ソ フ トウ ェ ア名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

訳師如来 英日版

訳師如来 英日版

訳師如来 日英版

訳師如来 英日/仏日/独日

訳師三尊

パ ー フェ ク ト日英 訳 せHゴ マ

訳 せHゴ マ プ ロフェッショナルツール

TransLand/JE Ver2.0

TransLand/JE Ver2.0

TransLand/JE Ver2. O for EUDORA

TransLand/]E Ver2. O for EUDORA

TransLand/JE専 門 用 語 辞 書Ver2.0

ワー ドザ ・国際 人EJ

イ ン ター ネ ッ トザ ・国 際 人BJ

ワー ドザ ・国 際 人JE

WD-01 SW

PowerE/J for Text

PowerE/J for WWW

日韓機械翻訳システム

韓日機械翻訳システム

PIVOT/]E

PIVOT/EJ

英 日翻 訳 ア ダ プ タII CROSSROAD

英日辞書引き君

英 文 名 文 メイ キ ン グ(Ver.1.0)

ATLAS EJ for Windows95/NT

ATLAS JE for Windows95/NT

翻 訳 サ ー フ ィン

電辞海

Pensee/V英 日 版

Pensee/V日 英 版

Pensee/V日 英 版

Pensee for Internet

Pensee WWW Server

対象言語

英 → 日

英 → 日

日→英

英仏独日

英日

日→ 英

日→ 英

日→ 英

日→ 英

日→ 英

日→ 英

日英

英 → 日

英 → 日

日→ 英

英 → 日

英 → 日

英→ 日

日→ 韓

韓→ 日

日→ 英

英→ 日

英 ⇔ 日

英和

和英

英 → 日

日→ 英

英 → 日

英 和 ・和 英

英 → 日

日→ 英

英 ⇔ 日

英 → 日

英 → 日

基本辞書

20万 語

20万 語

20万 語

12.4万 語

30分 野,21万 語

5.5万 語

5.7万 語

5.5万 語

5。7万 語

38分 野,81万 語

12万 語

12万 語

8万 語

10.6万 語

10.9万 語

10万 語

10万 語

9万 語

7万 語

10万 語

9万 語

13.6万 語

13.6万 語

15万 語

32万 語

7万 語

9万 語

os

Windows95, NT3.51

Mac7.1

Windows95, NT3.51

Windows95, NT3.51

Windows95

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

MacOS8

Windows95, NT4.0

MacOS8

ハ イ ブ リ ッ ド

Windows95

Windows95

Windows95

ワープロ書院

Windows

Windows

MS-DOS5.0

MS-DOS5.0

EWS-UX/V

EWS-UX/V

Windows95, NT4.0

Windows

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows95, NT3.51

Solarisl.x

メモ リ

12MB一

IOMB一

12MB一

12MB一

16MB一

20MB一

20MB一

16MB一

12MB一

16MB一

12MB一

12MB一

12MB一

..

 .,

 .,

40MB一

32MB一

32MB一

..

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

4MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

32MB一
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1998年4月 現 在

販売価格

 (円)

5,825

5,825

5,825

14,800

8,000

':11

':11

':11

69,800

12,800

12,800

':11

':!1

':11

25,000

150,000

15,000

15,000

'::11

'::11

500,000

500,000

 ':11

 ':!!

 ':11

58,000

 111

 :11

12,800

  111

38,000

58,000

 ':11

148,000

販売会社

CSK

工 一'ア イ ・ソ フ ト

プ ラザ ー

三 洋 イ ン フ ォ メ ー

シ ョン ビ ジネ ス

シ ヤー プ

日立 情 報 ネ ッ トワ

ー ク

NEC

富士通

沖ソフ トウェア&

オージス総研

問合わせ先

電話

(03)5956-9377

(03)3376-7122

(052)824-3420

(06)443-5144

(03)3456-8343

(03)3730-3136

(03)5970-9952

FAX

(03)5956-9378

(03)3376-5901

(052)825-0311

(06)448-4659

(03)3456-6348

(03)5462-2344

販売担当

生産 技 術 部 、 商 品 サ ポ ー ト部

き二藍汰玉鳳h搬 蝋m1λ9翻k。 眼Jp

ht9,ソ1、5'Wti'.(:sk,c〔LjP!produ{,t8111エorほi1

エ ー ・ア イ ・ソ フ ト(株)

ht.t 〃www mHort(・o'1

ブラザー販売(株)情 報機器事業部

δ(,fl.sale8画br～ 〕thet・.cりjP

hc.tp二 〃wWw.brf,the払e〔}jPltrallslalld!

営 業 統括 部国 内営 業 部

http;4ww跳 §a恥二燃 ⊇Ω睡泌凱 刷

情報システム事業部OAシ ステム事業

部商品企画部

営業本部NS事 業部

NECEC推 進本部、

汎用アプリケーション事業部

lmshphls3・aL)info).mt.1コ('C.c。 」り

httP:〃mc5hulus.meshnet.or.iniadu?!

富 士 通(株)、

ソ リュー シ ョ ン販 売推 進部

http:11jpark,¢xt,fujitsu.c〔 〕.lh/:1'1'L.'1S/

沖 ソ フ トウ ェ ア(株)営 業 部 、

オ ー ジ ス 総 研 シ ス テ ム プ ロ ダ ク ツ 部 プ

ロ ダ ク ツ 営 業 部

Dk2葦 ρokisofLc(,.iD

ht.tp:1!www,〔 ♪kigo丘t.co.i真)1
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機 械 翻 訳 関連 ソ フ トウ ェ アー 覧表(2)

ソ フ トウ ェ ア名

10

11

12

13

X-EJ 2/W

X-EJ

X-DIC/W

X-DIC専 門 用 語 辞書

Logo Vista Eto] Pro

Logo Vista Eto] Pro

Logo Vista EtoJ Personal

Logo Vista EtoJ Personal

Logo Vista EtoJ Internet Plus

Logo Visla EtoJ Internet Plus

コ リャ英 和98!

コ リャ英 和

これ和英

これ和英

QuickTrans View

ASTRANSAC Sun WS

ASTRANSAC C/S

ASTRANSAC C/S

ASTRANSAC for Windows

ASTRANSAC for Windows

ASTRANSAC for Windows

ASTRANSAC for Internet

ASTRANSAC for Internet

SurfMate

ASTRANSAC/Web

J・London/EJ

J・London/JE

専門用語辞書

専門用語辞書

J・ソ ウ ル 日韓 版

」・ソウ ル 韓 日版

WorldNet/E1

」・北 京

対象言語

英 → 日

英 → 日

英H日

英和和 英

英 → 日

英 → 日

英 → 日

英 → 日

英→ 日

英→ 日

英→ 日

英→ 日

日→ 英

日→ 英

英→ 日

英 ⇔ 日

英o日

英H日

英→ 日

日→ 英

英 ⇔ 日

英→ 日

英 ⇔ 日

英→ 日

英H日

英→ 日

日→ 英

英日

日英

日→ 韓

韓→ 日

英→ 日

中→ 日

基本辞書

6万 語

5万 語

6万 語,5.5万 語

3分 野3万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

13万 語

5.5万 語

5.5万 語

5.5万 語

13万 語

19万 語,8万 語

19万 語,8万 語

19万 語,8万 語

21万 語

8万 語

21万 語,8万 語

21万 語

21万 語,8万 語

8万 語

19万 語,8万 語

18万 語

18万 語

31分 野,63万 語

34分 野,67万 語

10万 語

17万 語

10万 語

16万 語

os

Windows

MS-DDS3.1

Windows

Windows

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95, NT4.0

Mac

Windows95

Mac

Windows95, NT4.0

UNIX

UNIX

Windows95, NT

Windows95, NT

Windows95, NT

Windows95, NT

Windows95, NT3.51

Windows95, NT3.51

Windows95

UNIX, NT

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

Windows

Windows

Windows95, NT4.0

Windows95

Windows95, NT4.0

Windows95, NT4.0

メモ リ

4MB一

640KB一

4MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

32MB一

7MB一

16MB一

16MB一

32MB一

32MB一

32MB一

32MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

16MB一

32MB一

32MB一

32MB一

32MB一

16MB一

32MB一

32MB一

‐zn‐



1998年4月 現 在

販売価格

 (円)

48,000

29,000

48,000

8,000

97,000

97,000

':11

':II

12,800

12,800

7,800

':11

12,800

14,800

6,500

goo,000

340,000

340,000

63,000

63,000

':111

12,800

16,800

  -11

200,000

49,800

-':11

 ':11

 ':11

':III

198,000

12,800

49,800

販売会社

ス ピ リ ッ ト

カテナ&ロ ゴヴィ

スタ

東芝

高電社

問合わせ先

電話

(03)3234-8041

(0423)38-1118

(03)3457-2725

(06)628-8880

FAX

(03)3234-8089

(0423)38-1079

(06)628-2351

販売担当

ス ピ リッ ト(株)

カ テ ナ(株)ソ フ トウ ェ ア プ ロ ダ ク ツ 事

業 部,

ロ ゴ ヴ ィ ス タ(株)

Af) C9≪'GALE',llii.CO.IU

ht.to:〃www,catena.c(,.iu!su/

h蜘w燈t凱 皇Ω頭

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク プ ロ ダ ク ト

事 業 部

adinin,wa(,{、.park.jplaza.(:on1

htt1):〃eip}aZa.1,(,Shiba.c〔 ♪jp1峯}roducts!tr

a1LSac!A卜 、1/in(i壬,x.1】t肛1】1

本 社

httu:〃www.mesh.ne.iu/liC)1)ENSH_1/
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機 械 翻 訳 関連 ソ フ トウ ェアー 覧 表(3)

ソ フ トウ ェア 名

14

51

16

17

Dr. Surf Deluxe for Windows

Net Surfer/ej

Net Surfer/ej

英 語deめ 一 る

英 語deめ 一 る

PC‐Transer/ej

PC‐Transer/ej

PC‐Transer/je

PC‐Transer/]e

全分野専門語辞書パック

全分野専門語辞書パック

特許翻訳拡張キット

Power Translator Pro.

Power Translator Pro.

Power Translator Pro.

Power Translator Pro.

Power Translator

Power Translator

Power Translator

Power Translator中 国 語

Power Translator 6.0

たちまち翻訳

HICATS英 日翻訳 支 援 シス テ ム

HICATS日 英 翻訳 支 援 シス テ ム

対象言語

英 → 日

英 → 日

英 → 日

日→ 英

日→ 英

英 → 日

英 → 日

日→ 英

日→ 英

日英

英日

英 → 日

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西

露⇔英

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西

独 ・仏 ・西

英→中

独 ・仏 ・西 ・

伊 ・英

英 → 日

英 → 日

日→英

基本辞書

43万 語

13.5万 語

13.5万 語

8万 語

8万 語

20万 語

20万 語

22万 語

22万 語

19分 野,95万 語

19分 野,95万 語

2万 語

6万 語

6万 語

6万 語

os

Windows95

Windows95, NT4.0

MacOS8

Windows95, NT3.51

Mac

Windows95, NT3.51

Mac

Windows95, NT3.51

Mac

Windows95, NT3.51

Mac

Windows95

Windows

DOS

Mac

DOS

Windows

Mac

DOS

DOS

Windows95, NT

Windows95, NT4.0

UNIX

UNIX

メ モ リ

32MB一

16MB一

21MB一

16MB一

16MB一

24MB一

IOMB一

24MB一

11MB一

16MB一

24MB一

(注1)こ の資料は、1998年3月 から4月 にかけてAAMT事 務局が手紙および電話で調査 し、回答のあった

  ものを整理掲載しました。

(注2)掲 載順は不同。

(注3)資 料が左右両頁にまたがりますが通してご覧ください。
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1998年4月 現 在

販売価格

 (円)

34,800

':11

24,800

':11

':11

':111

':111

':111

':111

':111

98,000

80,000

148,000

148,000

148,000

148,000

58,000

58,000

38,000

28,000

58,000

':11

1,000,000

1,000,000

販売会社

メデ ィ ア ビシ ョン

ノ ヴ ァ

イ リス イ ンタ ー ナ

シ ョナル

日立製作所

問合わせ先

電話

(03)3222-3908

(03)5287-7570

0120-55-0504

FAX

(03)5287-7571

(045)865-9001

販売担当

(株)メ デ ィ ア ビ シ ョ ン

tt 〃c lw  v c  !

(株)ノ ヴ ァ

鰍1餓 動xΩy魚識 、iP

h・is(塗nlxk.lne臼}1net.く 〕r.jp

htt毒):〃wwwJneshllet.O.C.IL}/iris/

日立 オ ー プ ン ミ ドル ウ ェア

1
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留挙生雑感

日本語と韓国語との言語の相違点と機械翻訳における問題点

東京大学大学院 総合文化研究科 言語情報科学 姜 龍煕(kan yon hee)

 私 は'92年 に 来 日以 来 、最 初 は 言語 学 を 学 び 、現

在 は 、t三に 韓 国 語 を 日本 語 に 機 械 翻 訳 させ る 際 の

誤 訳 につ い て 研 究 を 行 っ て い る 。 韓 国 で は 、 国 語

国 文科(韓 国 語 は 私 の学 部 の 専 攻 で あ る)を 卒 業

した 。 韓 国 語 は 私 に とっ て は 、 母 語 で あ りま た 研

究 の 対 象 で もあ る。

 日本 語 と韓 国 語 の 言 語 間 の 類 似 点 と相 違 点 に 関

して は 、 言 語 学 者 の 研 究 も多 い 。 しか し 、本 稿 で

は 、 只 の 相 違 点 と類 似 点 で は な く 、機 械 翻 訳 を行

う際 の 問 題 点 と 弁 別 特 徴(distinctive feature)

に つ い て 述 べ た い 。

まず 翻 訳 方 式 と して は 、両 言 語 の 類 似 点 を 生 か し

た ダ イ レ ク ト方 式 が 主流 で あ る 。 私 が 韓 国 の あ る

学 会 で発 表 した 時 の こ とで あ る 。 私 が 携 っ た プ ロ

グ ラ ム とは 別 に 、 韓 国 の あ る研 究 所 の プ ロ グ ラ ム

が 似 た機 能 と分 類 方 法 を 採 用 し て い て 、 結 果 的 に

は 名 称 が 異 な る 点 以 外 は 殆 ど似 て い た の で 驚 い た

こ と が あ る。 この よ うな こ とは 、盗 作 と か の 問 題

では な く、 両 言 語 の 特徴 か らそ の 様 に な る ざ る を

得 な か っ た こ との 象 徴 的 な こ とか も知 れ な い 。

まず 、誤 訳 の タ イ プ を分 け て 分 類 して 見 る と 次 の

よ うに な る と思 う。

 ・韓 国 語 の 表 記 方 法 の 問 題

韓 国 語 の 中 に は 、日本 語 と同 様 に 固 有 語 、漢 語(韓

国 で は漢 字 語 と言 う)外 来 語 な どが あ り、 そ の 表

記方 法 も漢 語 は 漢 字 とハ ン グル の 両 方 が 可能 で あ

る。 しか し、 新 聞 、 雑 誌 の漢 字 とハ ン グ ル の 割 合

はハ ン グ ル の割 合 が 増 え て い る状 況 で あ る。 同 じ

テ キ ス トをハ ン グ ル 専用 と漢'{:と ハ ン グ ル の 交 じ

り文 を機 械 翻 訳 に か け て 結 果 を 見 る と漢 字 交 じ り

文の 方 が 成 功 率 が 高 い の は 、㌃う まで もな い 。

 日本 語 の 表 記 で 漢 語 、 外 来 語 を ひ らが な で 書 い

て い る こ と を想 像 して ほ しい,,

ハ ン グ ル 表 記 は 文 節 単 位 で 分 か ち 書 き され て い

る こ と以 外 は ひ ら が な の み の 表 記 と 同 じで あ る。

つ ま り、ハ ン グ ル の み で 書 か れ て い るCORPUSを 翻

訳 させ る 際 の 一番 難 しい 問 題 は 、 言 うま で も な く

形 態 分 析 の レベ ル の 問 題 で あ る。 この よ うな 問 題

は 、 音 声 を基 本 とす る 日本 語 か ら英 語 へ の 機 械 翻

訳 シ ス テ ム(ま た は 、 日本 語 か ら韓 国 語 の 音 声機

械 翻 訳 シ ステ ム)を 考 え て い る方 で あ れ ば 、 そ の

弁 別 が 難 しい こ と が 分 か る と思 う。

 日本 語 の 入 力 は 、 入 力 す る 者 が 漢 字 に 変 換 す る

の が 基 本 で あ る の で 、 テ キ ス トの 上 で は 区 別 す る

こ とが で き る。

しか し、 韓 国 語 で は 、 表 記 の 次 元 で は 、 ハ ン グル

の み 書 い て も問 題 は な い 。

 ・分かち書きの問題

韓国語に も英語の ような分かち書 きのルールがあ

るが、段落または紙面の事情によって任意的であ

る。また、英語のよ うに形態素ごとに分かれてい

る形式ではな く、区切 り単位は文節である。

ハングル式の表記(日 本語の表現の韓国式)

きしゃの きしゃが きしゃで きしゃ した。

      貴社の記者が汽車で帰社 した。

き ょ うの に ゅ一 す は お も し ろい 。

   今 日の ニ ュ ー ス は 面 白い 。

更 に 、 外 来 語 の 表 記 に は 、 複 数 の 表 記 が 許 され る

例 が 多 い 。

例:王 至,主 暑 魂.SQL i ,五 旦 司 旦;

  チ ョコ レー ト

 司 ム 三 :テ キ ス ト、 テ ク ス ト(逆 の タイ ブ)
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そ の 上 、 新 聞 の 中 で 分 か ち 書 き の 誤 例 を 見 つ け る

の は 、 希 では な い。 そ れ ゆ え 、 ル ー ル とそ の 変 形

の 形 に つ い て も対 策 を練 る 必 要 が あ る。 同 じ く 日

本 語 の 新 聞 や 雑 誌 か ら 「ら抜 き言 葉 」 を 検 索 して

み る と 、 一一般 言 語 使 用 者 の ル ー ル と決 め られ た ル

ー ル の 間 に 隔 た りが あ る こ とに 気 が 付 くで あ ろ う
。

・用 言 の活 用 の 問題

 韓 国 語 の 用 言 に は 、 目本 語 と は 、 違 うい くっ か

の 問 題 を 抱 え て い る。 次 は 韓 国 語用 言の 活 用 形 で

あ る。

例:*丑 舟oioト 世 呈 … …

  (五1舟010ト 魁 呈 ・・… … ・)

.教 育 こ そ …

S・1

S-2

S-3

走る 食べる す る くる 行 く

@せ 司 膚  @言ト

ヨ司 咽豆 掛

@望 司 q(判 @胡

Q 叫

4_ フ}

舛  フ}

分 か る

己変 則

@望

望1@。}

 °ho}

 作 る

入変 則

@ろ1

@ス1立

@ス1σ1

聞 く 手 伝 う 違 う

o変 則 日変 則 旦 変 則

@暑@晋 @Z

@COZ  @三 ♀ i:}旦

 @号(月 @三 ≦斗 @官 己手

図L韓 国語の用言の語基 タイプ

%丁 寧  官唱目 胃含目 脅目

%過 去  せ強  司蝕 瓠

#現 在連体 せ司セ  L a}

#過 去連体 官遇   o 聾

#未 来連体 ヨ望  岡暑 奄

%現 在   望壱   L a}

%名 詞   壱曽  'Iv 脅

音月 看日 (計目

鍛  裁  望鍛

皇セ ブR∋ o}'T∋

Q   i}  ・せ

暑  を  豊

薯   祉  ・せ

{}  看  (舌

 衣 春 日

ス1気

引 芒

スト0

スレ&

引 芒

ス1p

 暑告目 晋告日 t斗晋目

暑銀  m  嘗毅

暑芒   L  t}旦L

暑{}  呈{r  叫喜

暑暑  三暑  じ}暑

暑L  音芒  じ隠

暑書  三苦  じ陪

図2.韓 国語用言の語形タイプ

         ラジオを(聞 く

 図1の@の 印 は 語 幹 と そ れ に 付 く語 尾 が 分 か れ

て い る こ とや 文 字 単位 で は 、 簡 単 に 解 析 で き な い

こ と を示 す 。 ま た 、 基 本 形 が 別 の 用 言 で も 、 あ る

特 定 の 環 境 にお い て 別 の 同 じ 文節 を成 す 。

例)叫q.皇 暑 量 明 叫.

  ラジ オ を(聞 け/持 ち ヒげ ろ)。

 cf:己手{:1≦≧卿{≡・  モ≡一亡1- ; モ≡・L三ト

         :持 ち上げる)

 図2%の 印は、語幹と語尾の区別が文字単位で

はなく、音素単位なので、その処理は、別の扱い

をしなければならないことを示す。

 図2の#印 は、助詞と一一部の川言の連体形が同

じ綴であることを示す。則ち助 詞に処理 され る誤

訳が生 じる語形である。また、単独形(副 詞、冠

容詞)が 用言の連体形 と同 じ形になる場合がある。
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例)ユ Lc 2 刈ぞ 含 司 碧 糾 ヱ ML}.

 1彼 女は い つ も体 重 を気 に して い る。

 2彼 女 は増 え る体 重 を気 に し てい る。

 一一方、 一一・つ の 韓 国 語 助 詞 に 対 応 す る 口本 語 の 助

詞 の 対 応 を 調 べ る と 一一対 一一で は な く、 一対 多 で あ

る 場 合 が 多 い。 逆 の 場 合(日 → 韓)も 同 じで あ る。

例 え ば 韓 国 語 の 助 詞 の 中 で 一つ を例 と して 挙 げ る

と次 の よ うで あ る 。

例:呈/立 呈: で 、 か ら、 に 、 と 、 へ 、 と して

材 料+呈 → で 、 か ら

道 具+呈 → で

場 所 十呈 → で 、 に

手段+呈 → で

原 因+呈 → で 、 か ら

変化+呈 → に

方 法+昆 → で

理 由+呈 → で 、 か ら

身 分+呈 → に 、 で

根 拠+呈 一→で 、 と

方 向+呈 → に 、 へ

資 格+呈 → と して

 参考として、現在 日本で販売されている韓 日機

械翻訳システムの中で助詞の処理の面では、まだ

検討 しなければならない点が多い。

 ・韓国語の文節の構成

韓国語の文節 を成す要素として、大きく2つ に分

けて考えると次のようになる。

D単 独 形;代 名 詞 、 名 詞 、 副 詞 、 冠 形 詞(日 本 語

では 連 体 形)、 用 言 の 連 体 形 、数 詞 、不 完 全 名 詞 、

感 歎 詞 、接 続 詞 、 記 号

2)結 語 形;助 詞 、用 言の 語 幹 、 用 言 の 語 尾 、接 頭

詞 、 接 腰 詞 、 接 尾 詞 、助 動 詞(補 助 語 幹)

また 、そ の構 成 が 可能 な組 は 以 下 の とお りで あ る。

i音 節:1タ イ プ しか な い 。

用 言 の 連 体 形 、 数 詞 、 不 完 全 名 詞 、感 歎 詞 、

接 続 詞 、 用 言 の 連 体 形 、 数 詞 、 不 完 全 名 詞 、

感 歎 言司、 接 続 言司、 言己丁;

例: 耐 川 昔T鍛[}

(一 個 増 え る こ とが で き る。)

数字+名 詞+動 詞 連 体+不 完 全 名 詞+用 言

 cf:1音 節 に は な れ な い 文 節 単 位 は:

助 詞 、 語 幹 、 語 尾 、接 頭 詞 、 接 尾 詞

2音 節:3っ の タイ プ が 出 て く る

1>2音 節 の 単独 形:用 言 の 連 体 形 、 数 詞 、

不完 全 名 詞 、 用 言 の 連 体 形 接 続 詞 、 記 号

2>1音 節 の 単 独 形+1音 節 の 結 語 形

3>1音 節 の 結 語 形+1音 節 の 結 語 形

cf:2音 節 に な れ な い 文節 の段 位

2音 節 の 助 詞 、 語 幹 、 語 尾 、 接 頭 詞 、 接 尾 詞

3音 節:5っ の タイ プ が 出 て くる

1>3音 節 の 単独 形

2>2音 節 単 独 形+1音 節 の 結 語 形

3>1音 節 単 独 形+2音 節 の 結 語形

4>2音 節 の 結 語 形+1音 節 の 結 語 形

5>1音 節 の 結 語 形+2音 節 の 結 語 形

4音 節:6っ の タイ プ が 出 て く る

5音 節:9っ の タ イ プ が 出 て く る

●   ●   ●   ●                        ●   ●   ●   ●   ●

 上 の 単 独 形 と い う の は 自 立 形 態 素(free

morpheme)と 似 て い る よ う に 見 え る が 、 意 味 の 問

題 で は な く、 分 節 を 単独 で 成 し遂 げ る こ とが で き

るか ど うか が 基 準 と な る 。 結 語 形 とい うの は 依 存

形 態 素(bound morpheme)と 言 わ れ る もの で 、 分

節 の 中 で 他 の 形 態 素 と連 携 して 現 れ る形 態 素 の こ

と を指 す 。 つ ま り、 結 語 形 は 単 独 で 分節 を成 す こ

とが で きな い の で あ る が 、 勿 論 そ の 組 み 合 わ せ に

も規 則 は あ る。 形 態 分 析 を 行 う際 に は 主 に そ の 位

置 関 係 との 組 み 合 わ せ が制 約 条 件 の 基 本 に な る。

 。韓国語の格助詞

韓国語の助詞には、音韻環境(体 言の語末が子音

か母音)に よって2つ の助詞か ら機械的に選択す

る場合がある。

1)体 言(V)に 付 く格 助 詞 に は 弄音 か ら 始 ま る助

詞 が 選 ば れ る(フ},暑,呈:が 、 を 、 で)

2)体 言(C)に 付 く格 助 詞 に は 母 音か ら 始 ま る助

詞 が 選 ば れ る(01.書,皇 呈:が 、 を 、 で)
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3)体 言(V)+助 詞(V)(～ 斗:と;1、2σ)逆)

4)体 言(C)+助 詞(C)C叫:と;1、2の 逆)

5)体 言(R)+助 詞(呈:で;f- (R)で 終 わ

った 場 合 の み1)の よ うな 選 択 をす る。)

上の よ うな こ とを助 詞 の 相 補 分 布(C・mplementary

Distribution>と い う。 しか し、問 題 は 格 助 詞 の 位

置 及 び 綴 が 用 言の 一一部 の 連 体 形 と 全 く同 じだ と い

うこ とに あ る。

例:L斗 モ壬  L 人n暑・ 杢}虹τ斗

  1私 は 、 私 は 鳥 を捕 っ た 。

  2私 は 飛 ん で い る鳥 を捕 っ た。

 ・形 態 素 の 前 に 来 る語 の 品 詞 と時 制 の 区 別 を必

要 と す る 。

円 告 しltキ 円 銀 合 日 叫:食 べ ます 食 べ ま した

奢 告 月 叫 手 飯 告 月 可:寒 い で す 寒 か っ た で す

 「食 べ る 」 に つ い て は 、 韓 国 語 で は 過 去 を 含 め

な い 形 態 素 で あ る が 、 日本 語 で は 過 去 を含 む 表 現

に な る。 「寒 い 」 に つ い て は 、 韓 国 語 と 日本 語 の

対 応 は 同 じで あ る 。 しか し、 韓 国 語 で は 、 一つ の

形 態 素 で あ る もの が 、 日本 語 で は 、 品 詞 ま た は 時

制 に よ っ て 訳 を 選 択 しな けれ ば な らな い。 ま た 、

「で す 」 、 「ま す 」 の 前 の 語 幹 はparadigmに よ っ

て綴 が 違 って く るの で そ れ に 対 応 で き る プ ロ グ ラ

ム を 作 ら な け れ ば な らな い 。

 ・前 に あ る 対 象 語 の 有 生(animate)と 無 生

(unaimate)の 判 断 を 必 要 とす る 例 の 場 合 は 、 意

味 マ ー カ(semanticmarker)で 全 て の 名 詞 に 関 して

そ の 情 報 を 入 れ な けれ ば な らな い,,

例: L}      銀 春 し1uト

い る 、 あ る  い ま す 、 あ り ます

叡 叫     叡 告 しL}

い な い 、 な い い よせ ん 、 あ り ませ ん

刈 甘 ♀1・11 刈01 戴[}./川 井  r}.

机 の 上に 本 が あ る 。 / 犬 が い る 。

 前 に あ る 「本 」 と 「犬 」 が 有 生 か 無 生 か とい う

の は 辞 書 の 中 に そ の 情 報 が 入 っ て い れ ば で き る。

しか し、 前 に あ る 「机 」 の 情 報 は 要 ら な い の で 、

前 に あ る 全 て の 体 言の 中 で 対象 を'liて る こ と 自 体

が 難 しい こ と で あ る。

 ・共起情報による選択は非常に難 しくて、韓国

語では、区別 しない概念を持つ場合がある。 更に

言語知識だけではなく、言語使用者が特定の感情

を表すなどの知識 を弁別とする例である。

例:望u}       ヤ}叫

分かる、知る、思 う   残る、余る

 ・曖昧性 を持 っている表現で選択肢の中でどち

らを選んでもiE解 であるが、その決定には前後の

語との知識を必要とする語がある、,

例:叫 暑 糾τ斗

  車に乗る。 : お茶を入れる。

 ・韓 国 語 の 造 語 形 態 素 と 口本 語 に 相 当 す る 体 系

が 異 な る場 合 が あ る。

(一 入1-;s-2を こ付 く ;尊 敬

 一 裁 一;s-1に 付 く;意 志 、推 測 、緩 曲)

 L} 三 人1叫 :食 べ る 召 しhが る

フトt斗 フト人1屯  :行 く  い らっ しゃ る

用 フ}フ ト烈 叫 、 岨 望 司 フ}皇 忍 叫

私 が行 く そ 、 明 日は 雨 が 降 る だ ろ う

・格 助 詞 の 変 化 が あ る語 型 の 場 合 が あ る。

甘 スL朴 剋 含 殻 ～du}.

男 は 写 真 を 撮 っ た。

甘 スト壱 昊 書 人ト苞音 烈 戴 叫.

男 は 花 を 写 真 に撮 った 。

男 は 花 の 写 真 を撮 った 。

韓 国 語 で は 、 対格 助 詞 がT〔,i :と して 川 い る場 合
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が あ る。 そ の 時 は 、 一つ の 文 の 中で2回 使 わ れ て

も非 文で は な い 。

 ・可能、否定の形態素 と活川形の差

川セ  苛昔暑  せス1昊 む叫.

湘芒  δト昔含   昊 廿叫.

犬は空を飛べない。

 ・動 詞 に よ っ て 対応 す る動 詞 の形 が 異 な る 。

   漢 語+倒 叫

1>自 動詞 と他 動 詞 の 区 別(さ れ る)

      ;開 催 され る。 整 理 され る 。

2>～ に な る(本 動 詞);先 生 に な る。

3>～ す る    ;矛 盾 す る。 完 成 す る。

4>～ あ る    ;5mも あ る。

5>～ で き る(本 動 詞 、 補 助 動 詞)整 理 で き る 。

 ・ゼ ロ格 の 問 題

Lll剋 子 。圏 ス1剤 唱 金 叫 皿 旭 想 冒 。1叫 .

私 の 友 達 の お 父 さん の職 業 は 学校 の 先 生 で あ る。

 日本 語 で は 、 属 格 の 数 と 表 示 に は あ ま り制 限 が

な い 。 しか し、 韓 国 語 で は 、1つ の 文 の 中 で2つ

以 上 あ る と非 文 に な る。 また 、 支 配 関係 が 明 確 な

場合 は 、 一 般 的 に 省 略 可 能 で あ る。

・複 合 語 の 問 題:韓 国 語 と 日本 語 の 複 合 語 の 対応

(語 順 、意 味)が 合 わ な い例 が 多 い 。

例:翌 +暑 = 翌 暑

  蜂 蜜+水=?蜂 蜜 水

  を1斗  + E}[} = zo o}E}L}

  替 え る 十 乗 る =?替 え り乗 る

 ・語中に形態素が挿入する。

韓国語では複合名詞の場合、形態素が語 中に入る

例がある。

讐{珊 +暑 = 魁喫暑

洗濯物十紐= 洗濯物の紐

複合名詞について全て辞書に登録す るかまたは、

文字単位ではなく形態素単位が分かるプログラム

を作らなければならない。

 上に挙げた例以外にも韓国語 と日本語の相違点

から生 じる誤訳が多い。上の例は、簡単に処理で

きるもの もあるし、簡単には処理できないもの も

ある。今の私の夢を述べさせてもらえるのなら、

2002年 の日韓共同開催のワール ドカ ップの韓

国語の文字放送を機械翻訳による日本語放送で見

たい とい うことである。まだ夢のような話であろ

う。

叢務局だより

AAMTのE-mailア ド レ ス 変 更

 当 協 会 のE-mai1ア ド レ ス が 、 こ の4月 か らJDWO5467@niftyserve.or.jpに 変 更 と な り ま し た の で 、 お 知 ら

せ い た し ま す 。

 (従 来 のKYNO2317@niftyserve.or.jpは3月31日 で 終 了 。)

 な お 、 並 行 し てaamtOOOI@infotokyo.or.JPも 活 用 で き ま す の で 、 ご 利 用 く だ さ い 。

坤
  7
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華務鶏握よ矧

                長 尾 真 先 生 に 祝 賀 行 事

 当協会理事(前 会長)長 尾 真先生の紫綬褒章受章および京都大学総長就任を祝うふたつの行事が2月28

日(土)に 京都で開催されました。

①教授退官記念講義

  当日の午後2時 から2時 間、京都大学工学部の大講義室いっぱいの聴衆を前に 「人間的情報処理を目ざ

して」 とい うテーマで講義があった。機械翻訳の歴史にもふれながらのロマンとユーモア豊かな話 しに盛大

な拍手が送 られた。

②祝賀パーティ

  会場を京都ホテルに移 して、当日の午後6時 から祝賀会が行 なわれた。300名 を越える参加者が待つな

かに、長尾先生ご夫妻が登場、多くの方々からの祝辞、写真撮影、記念品や花束の贈呈など賑やかな行事が

くりひろげられた。

 なお、記念論文 ・資料集 として 「教授退官記念誌」が発行され、AAMTに も届きましたので、ご覧にな

りたい方はどうぞ事務局にお立ち寄 りください。

事務擶盤灘 誕

                  役員 ・委員の交替

 次のとおり役員および委員の交替がありましたので、ご連絡いたします。

運 営 委 員 会 松下電器産業株式会社 退任 高木 友博

                     就任 菅野  淳 東京支社技術渉外部 副参事

技術動向調査委員会 株式会社富士通研究所 退任 斉藤由香梨

                     就任 富士  秀 ドキュメント処理研究部

          株式会社日立製作所  退任 森本 康嗣

                     就任 小林 義行 中央研究所 マルチメディアシステム研究部

市場動向調査委員会           退任 委員長 石崎 俊

                     委員長就任 副委員長 坂本 義行
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